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ま  え  が  き 

 
 都市機能の高度化に伴い、上下水道、電力、ガス、通信等各種ライフライン設備の整備は、 
今後ますます推進されていくものと予測されます。このような設備の整備にあたっては、道路 
交通への配慮、管路埋設深度の増大、工事に伴う振動・騒音の抑制等、多くの課題を解決する 
必要があります。 
 エ－スモ－ル工法は、このような課題に対応するため開発された長距離・曲線施工が可能な 
小口径管推進工法であり、ケーシング立抗からφ250～φ700 の鉄筋コンクリート管の発進が可能であ

ると共に、『電磁法・液圧差法』並びにレーザ光を屈曲させる曲線位置計測システム『ｐｒｉｓｍ（プ

リズム）』と優れた方向制御機能により、河川や軌道の下越しや高深度に対応し、また周辺磁界・地

下埋設物の周辺など、厳しい環境下でも高精度の施工が可能です。 
  
 本資料は、各方面の方々に広く活用して頂くために、標準タイプ・分割発進タイプ及びｐｒｉｓｍ

について記載しています。適用条件など不明な点がございましたら、ご遠慮なくお問合せ下さい。 
 今後も、より一層内容の充実を図っていく所存でございますので、皆様のご理解をよろしく 
お願い申し上げます。 

平 成 2 5 年 4 月 

エ－スモ－ル工法協会 

技 術 部 会 
 

 
 

１．曲線推進が可能  

エ－スモ－ル工法独自の位置検知技術である「電磁法」「液圧差法」及び「ｐｒｉｓｍ」と 

方向制御機能により、曲線半径 30ｍ程度の曲線での推進を可能としています。 

 

２．長距離推進が可能 

推進管外周に泥土層を形成しながら推進するため、元押し推力が小さく 250ｍ程度の長距 

離推進を可能としています。 

 

３．広範囲な土質条件に対応可能 

掘削添加材の選択と排土量の管理により、１台のシステムで粘性土、砂質土、砂礫土、礫・粗石

混り土等の広範囲な土質条件に対応できます。また、先導体内に小型圧送ポンプを内蔵しており、

泥土圧と排土量を管理しながら掘削土砂を地上まで圧送するシステムの採用により、帯水砂層や崩

壊性地盤でも安全に施工できます。 
 

４．高精度推進が可能 

 「レ－ザ・タ－ゲット」「電磁法・液圧差法」及び「ｐｒｉｓｍ」により先導体の位置と 
姿勢とを常時操作盤上のディスプレイで確認でき、高精度な推進を可能としています。 

 

５．地球環境への配慮 

泥土改良装置との併用により、産業廃棄物である建設汚泥を改質し、一般残土・リサイクル土と

して利用できます。 
 

エ － ス モ － ル 工 法 の 特 長



エ－スモ－ル工法の位置付け 

 
エ－スモ－ル工法は、公益社団法人  日本推進技術協会の工法分類によると高耐荷力方式 

泥土圧式 一工程方式 に分類されますが、掘削・排土の方式が他工法と異なり、泥土化した 
掘削土を先導体外周の泥土通路を通して、先導体中間部の泥土取込み口まで移送し、先導体内部に搭

載している土砂圧送ポンプにより立坑外の排土タンクまで圧送排土する『圧送排土方式』を 
採用している独自の工法です。 
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１．工 事 費 の 構 成 

  エ－スモ－ル工法（ＤＬ－Ｎ・ＤＬ－Ｃ）の工事費の構成を図－１．１に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

直接工事費は代価方式により次のように構成される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－１．１ 工事費の構成 

管  渠  工

立 坑 工

地盤改良工

付 帯 工

仮 設 工

共通仮設費

現場管理費

工事中止期間中

の現場維持費等

直接工事費

間接工事費

工事原価

一般管理費等

工事価格 

消費税相当額 

請負工事費 

本積算資料で記載する範囲

Ａ代価 Ｂ代価 Ｃ代価 Ｄ代価 

小口径泥土圧推進工

仮 設 備 工 

推進用鉄筋ｺﾝｸﾘ-ﾄ管

排土処理

坑口

鏡切り

推進設備等設置撤去

推進設備等据換

支圧壁

先導体組立・整備

路上ポイント設置

カッタヘッド交換

推進工（小口径泥土圧）

排土管・油圧ﾎ-ｽ等撤去工

添加材注入工 

推進用機器据付撤去工

先導体据付工 
先導体搬出工 

管渠工 

中間立坑等通過処理
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２．工 事 費 の 内 訳 

 
表－２．１ 工事費の内訳 

Ａ代価 Ｂ代価 Ｃ代価 Ｄ代価 内         容 摘  要 

管 
 
 
 
 

渠 
 
 
 
 

工 

小

口

径

泥

土

圧

推

進

工 

推進用鉄筋コ

ンクリ－ト管 

〔Ｃ－１〕 

推 進 工

遠隔操作による先導体の運転を

主とし、推進速度・掘削土量の管

理、機器の調整、位置検知、検知

デ－タの投入、姿勢制御及び推進

管の搬入、推進装置への据付・接

続等の費用 

Ｄ－ １－１

排土管・

油圧ﾎ - ｽ

等撤去工

排土管、油圧ホ－ス、ケ－ブル類

の撤去及び排土管内の土砂の清

掃等に要する費用 

Ｄ－ １－２

添 加 材

注 入 工

掘削添加材の配合、混練、添加材

ポンプによる注入に要する費用 
Ｄ－ １－３

排 土 処 理 
排土の現場から捨場までの運搬費及び捨場費

用等 
Ｃ－ ２ 

仮

設

備

工 

坑 口 
地下水・添加材等の立坑内への流入防止装置

の据付に要する費用 
Ｃ－ ３ 

鏡 切 り 
発進・到達の際の土留矢板等の切断・撤去に

要する費用 
Ｃ－ ４ 

推 進 設 備 等 

設 置 撤 去 

〔Ｃ－５〕 

推 進 用

機器据付

撤 去 工

推進装置、操作盤等の据付・撤去

に要する費用 
Ｄ－ ５－１

先 導 体

据 付 工

発進立坑で先導体を推進装置に

据付ける費用 
Ｄ－ ５－２

先 導 体

搬 出 工

到達立坑での先導体の回収に要

する費用で、一体で回収する場合

とケーシング立坑への到達で、分

割回収する場合とがある 

Ｄ－ ５－３

推 進 設 備 等 

据 換 

同一立坑で方向転換する場合の推進設備の据

換に要する費用 
Ｃ－ ６ 

支 圧 壁 支圧壁の設置・撤去に要する費用 Ｃ－ ７ 

先 導 体 

組 立 ・ 整 備 

ケーシング立坑等への到達で先導体を分割回

収した場合に行う先導体の組立・整備に要す

る費用 

Ｃ－ ８ 

路上ポイント

設 置 

曲線を含む場合の推進予定線形上の路面への

マ－キングに要する費用（電磁法のみ） 
Ｃ－ ９ 

カッタヘッド

交 換 

推進の途中で中間立坑を設けて行うカッタヘ

ッドの交換に要する費用 
Ｃ－１０ 

中 間 立 坑 等 

通 過 処 理 工 

中間立坑を通過する場合や、マンホールを通

過する場合に、土砂、地下水および添加材等

の流入を防止する作業に要する費用 

Ｃ－１１ 
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３．日  進  量 

推進用鉄筋コンクリート管を使用する場合の昼間 8 時間作業における日進量は、ＤＬ－Ｎ（標準タ

イプ）が表－３．２・表－３．３、ＤＬ－Ｃ（分割発進タイプ）が表－３．５・表－３．６を標準

とし、ダクタイル鋳鉄管を使用する場合は、表－３．４を標準とする。 
本項で定義する日進量は、透水係数は 10-1 cm/sec・地下水圧は 0.2MPa 以下の条件において算出

したものであり、上記を超える場合は個別検討とする。 
また、標準日進量の適用範囲内であっても、土質や推進延長および曲線半径の組合せや、枕木や

基礎などの異物、夜間作業や作業時間の制約など施工条件により、個別検討が必要となる場合があ

る。 
なお、中間立坑通過時に止水器を使用しない場合は、適切に埋め戻した後に推進するため中間立坑

径を推進延長に加算する。 
また、先導体の位置検知方法により、直線標準日進量と曲線標準日進量に区分されるが、適用は

以下による。 
 
 ３．１ 直線標準日進量 

レ－ザ・タ－ゲットにより位置検知を行う区間の日進量であり、推進線形が直線の場合及び推進線

形が曲線を含む場合の発進から曲線開始点（BC）までの区間に適用する。 
 
 ３．２ 曲線標準日進量（曲線線形区間） 

電磁法・液圧差法・prism により位置検知を行う区間の日進量であり、曲線線形区間（BC～EC）

に適用する。 
曲線半径によりＲ≧200ｍ、200ｍ＞Ｒ≧100ｍ、100ｍ＞Ｒ≧50ｍ、50ｍ＞Ｒ≧30ｍに区分される。 
なお、複合曲線については個別検討とする。 

 
 ３．３ 曲線標準日進量（曲線後の直線：EC～到達区間） 

EC～到達区間（曲線後の直線線形区間）および直線区間においてレーザ・ターゲットによる位置

検知が出来ない場合に適用する。日進量はＲ≧200ｍの場合を適用する。 
 
 ３．４ 適用機種と適用管種 

適用機種及び適用管種（呼び径）は次のとおりである。 
 

 表－３．１ 適用機種と適用管種 

適用 

機種 

型  式 ＤＬ３５ ＤＬ５０ ＤＬ７０ 

標 準 タ イ プ ＤＬ３５－Ｎ ＤＬ５０－Ｎ ＤＬ７０－Ｎ

分割発進タイプ ＤＬ３５－Ｃ ＤＬ５０－Ｃ ＤＬ７０－Ｃ

適用 

管種 

ヒュ－ム管 φ250 φ300 φ350 φ400 φ450 φ500 φ600 φ700

鋼   管 φ350 φ400 φ450 φ500 φ550 φ600 φ750 φ850

 
  ※ 上記の管種の他、レジンコンクリ－ト管及びダクタイル鋳鉄管にも適用可能である。 

但し、管外径・管長によっては別にアタッチメントが必要となる場合がある。 



 共    通  

－ 4 － 

 
表－３．２ 標準日進量〔ＤＬ－Ｎ（標準タイプ）〕 

〔ｍ／日〕 

土質区分 

推進線形 
ヒュ－ム管 

呼び径 
 
土質条件 

直線標準日進量 
曲線標準日進量 

Ｒ ≧ 200ｍ 200 ＞ Ｒ ≧ 100ｍ

250 
300 

350
400
450
500

600
700

250
300

350
400
450
500

600 
700 

250 
300 

350 
400
450
500

600
700

普

通

土 

〔Ａ〕 

粘性土〔1≦Ｎ＜50〕 

砂質土〔4≦Ｎ＜50〕 

砂礫土〔4≦Ｎ＜50〕 

 最大粒径≦20 ㎜ 

 礫含有率≦10％ 

8.5 8.8 9.0 7.5 6.7 7.2 7.2 6.0 5.4 5.9 5.9 4.8

硬

質

土 

〔Ｂ〕 

粘性土〔Ｎ≧50〕 

砂質土〔Ｎ≧50〕 

軟岩〔qu≦10MN／㎡〕 

土丹〔qu≦10MN／㎡〕 

砂礫土 

最大粒径≦75 ㎜ 

礫含有率≦30％ 

5.1 5.2 5.6 4.5 4.4 4.6 4.6 3.9 4.0 4.2 4.2 3.5

礫

質

土

〔Ｃ〕 
最大粒径≦200 ㎜ 

礫含有率≦ 60％ 

qu≦120MN／㎡ 
4.3 4.4 4.8 4.5 3.8 4.0 4.0 3.9 3.4 3.6 3.6 3.5

礫
・
粗
石
混
り
土 

〔Ｄ〕 
最大粒径≦400 ㎜ 

礫含有率≦ 80％ 

qu≦150MN／㎡ 
3.6 3.6 3.9 3.6 3.1 3.2 3.5 3.2 2.7 2.9 3.1 2.8

〔Ｅ〕 
最大粒径≦800 ㎜ 

礫含有率≦ 90％ 

qu≦250MN／㎡ 
－ － 3.3 3.0 － － 3.0 2.6 － － 2.6 2.3

岩

盤 
〔Ｇ〕 10＜qu≦20MN／㎡ 4.7 4.8 5.2 4.3 － － － － － － － －

〔Ｈ〕 20＜qu≦40MN／㎡ 3.6 3.6 4.1 3.6 － － － － － － － －

〔Ｊ〕 40＜qu≦60MN／㎡ 2.7 2.7 3.0 2.7 － － － － － － － －

〔Ｋ〕 60＜qu≦80MN／㎡ 2.0 2.1 2.4 2.0 － － － － － － － －

〔Ｌ〕 80＜qu≦100MN／㎡ 1.7 1.7 2.1 1.7 － － － － － － － －

＊ － 部分の日進量は検討を要する範囲であり、技術検討の結果で実施可能と判断された場合に限って適用する。
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表－３．３ 標準日進量〔ＤＬ－Ｎ（標準タイプ）〕 
〔ｍ／日〕 

土質区分 

推進線形 
ヒュ－ム管 

呼び径 
 
土質条件 

曲線標準日進量 

100 ＞ Ｒ ≧ 50ｍ 50 ＞ Ｒ ≧ 30ｍ 

250 
300 

350
400
450
500

600
700

250
300

350
400
450
500

600 
700 

普

通

土 

〔Ａ〕 

粘性土〔1≦Ｎ＜50〕 

砂質土〔4≦Ｎ＜50〕 

砂礫土〔4≦Ｎ＜50〕 

 最大粒径≦20 ㎜ 

 礫含有率≦10％ 

－ － (4.1)
〔5.3〕

(3.6)
〔4.4〕
※1

－ － － － 

硬

質

土 

〔Ｂ〕 

粘性土〔Ｎ≧50〕 

砂質土〔Ｎ≧50〕 

軟岩〔qu≦10MN／㎡〕 

土丹〔qu≦10MN／㎡〕 

砂礫土 

最大粒径≦75 ㎜ 

礫含有率≦30％ 

－ － (3.3)
〔4.0〕

(2.7)
〔3.2〕
※1

－ － － － 

礫

質

土

〔Ｃ〕 
最大粒径≦200 ㎜ 

礫含有率≦ 60％ 

qu≦120MN／㎡ 

－ － (2.9)
〔3.4〕

(2.7)
〔3.2〕
※1

－ － － － 

礫
・
粗
石
混
り
土 

〔Ｄ〕 
最大粒径≦400 ㎜ 

礫含有率≦ 80％ 

qu≦150MN／㎡ 

－ － (2.4)
〔2.8〕

(2.2)
〔2.5〕
※1

－ － － － 

〔Ｅ〕 
最大粒径≦800 ㎜ 

礫含有率≦ 90％ 

qu≦250MN／㎡ 
－ － － － － － － － 

岩

盤 
〔Ｇ〕 10＜qu≦20MN／㎡ － － － － － － － － 

〔Ｈ〕 20＜qu≦40MN／㎡ － － － － － － － － 

〔Ｊ〕 40＜qu≦60MN／㎡ － － － － － － － － 

〔Ｋ〕 60＜qu≦80MN／㎡ － － － － － － － － 

〔Ｌ〕 80＜qu≦100MN／㎡ － － － － － － － － 

＊ － 部分の日進量は検討を要する範囲であり、技術検討の結果で実施可能と判断された場合に限って適用する。 

＊ （ ）付き日進量は半管を使用する場合であり、SR推進管を使用する場合は、〔 〕付き日進量を適用する。 

※1 最小曲線半径は 70m とする。
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表－３．４ ダクタイル鋳鉄管 標準日進量〔ＤＬ－Ｎ（標準タイプ）〕 

〔ｍ／日〕 

土質区分 

推進線形 
呼び径 

 
管長 

管長 

直線標準日進量 
曲線標準日進量 

Ｒ ≧ 200ｍ 

300 
350 

400 
450 
500 

600 
700 

300 
350 

400 
450 
500 

600 
700 

普

通

土 

〔Ａ〕 

粘性土〔1≦Ｎ＜50〕 

砂質土〔4≦Ｎ＜50〕 

砂礫土〔4≦Ｎ＜50〕 

 最大粒径≦20 ㎜ 

 礫含有率≦10％ 

4.0 9.5 9.7 8.1 7.6 7.6 6.2 

6.0 10.9 11.2 9.0 8.8 8.8 6.9 

硬

質

土 

〔Ｂ〕 

粘性土〔Ｎ≧50〕 

砂質土〔Ｎ≧50〕 

軟岩〔qu≦10MN／㎡〕 

土丹〔qu≦10MN／㎡〕 

砂礫土 

最大粒径≦75 ㎜ 

礫含有率≦30％ 

4.0 5.5 5.9 4.7 4.8 4.8 4.0 

6.0 5.9 6.4 5.0 5.2 5.2 4.3 

礫

質

土

〔Ｃ〕 
最大粒径≦200 ㎜ 

礫含有率≦ 60％ 

qu≦120MN／㎡ 

4.0 4.5 5.0 4.7 4.1 4.1 4.0 

6.0 4.8 5.4 5.0 4.4 4.4 4.3 

礫
・
粗
石
混
り
土 

〔Ｄ〕 
最大粒径≦400 ㎜ 

礫含有率≦ 80％ 

qu≦150MN／㎡ 

4.0 3.7 4.0 3.7 3.3 3.6 3.3 

6.0 3.9 4.2 3.9 3.5 3.8 3.4 

〔Ｅ〕 
最大粒径≦800 ㎜ 

礫含有率≦ 90％ 

qu≦250MN／㎡ 

4.0 － 3.4 3.1 － 3.0 2.7 

6.0 － 3.6 3.2 － 3.2 2.8 

岩

盤 
〔Ｇ〕 10＜qu≦20MN／㎡ 

4.0 5.0 5.5 4.5 － － － 

6.0 5.4 5.9 4.7 － － － 

〔Ｈ〕 20＜qu≦40MN／㎡ 
4.0 3.7 4.3 3.7 － － － 

6.0 3.9 4.5 3.9 － － － 

〔Ｊ〕 40＜qu≦60MN／㎡ 
4.0 2.8 3.1 2.8 － － － 

6.0 2.9 3.3 2.9 － － － 

〔Ｋ〕 60＜qu≦80MN／㎡ 
4.0 2.1 2.5 2.1 － － － 

6.0 2.2 2.5 2.1 － － － 

〔Ｌ〕 60＜qu≦80MN／㎡ 
4.0 1.7 2.1 1.7 － － － 

6.0 1.8 2.2 1.8 － － － 

＊ － 部分の日進量は検討を要する範囲であり、技術検討の結果で実施可能と判断された場合に限って適用する。 
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表－３．５ 標準日進量〔ＤＬ－Ｃ（分割発進タイプ）〕 
〔ｍ／日〕 

土質区分 

推進線形 
ヒュ－ム管 

呼び径 
 
土質条件 

直線標準日進量 
曲線標準日進量 

Ｒ ≧ 200ｍ 200 ＞ Ｒ ≧ 100ｍ

250 
300 

350
400
450
500

600
700

250
300

350
400
450
500

600 
700 

250 
300 

350 
400
450
500

600
700

普

通

土 

〔Ａ〕 

粘性土〔1≦Ｎ＜50〕 

砂質土〔4≦Ｎ＜50〕 

砂礫土〔4≦Ｎ＜50〕 

 最大粒径≦20 ㎜ 

 礫含有率≦10％ 

5.5 6.0 6.1 5.5 4.8 5.2 5.2 4.6 4.1 4.4 4.4 3.8

硬

質

土 

〔Ｂ〕 

粘性土〔Ｎ≧50〕 

砂質土〔Ｎ≧50〕 

軟岩〔qu≦10MN／㎡〕 

土丹〔qu≦10MN／㎡〕 

砂礫土 

最大粒径≦75 ㎜ 

礫含有率≦30％ 

3.9 4.1 4.3 3.7 3.5 3.7 3.7 3.3 3.2 3.4 3.4 3.0

礫

質

土

〔Ｃ〕 
最大粒径≦200 ㎜ 

礫含有率≦ 60％ 

qu≦120MN／㎡ 
3.4 3.6 3.8 3.7 3.1 3.3 3.3 3.3 2.8 3.0 3.0 3.0

礫
・
粗
石
混
り
土 

〔Ｄ〕 
最大粒径≦400 ㎜ 

礫含有率≦ 80％ 

qu≦150MN／㎡ 
2.9 3.0 3.2 3.0 2.7 2.8 3.0 2.8 2.3 2.5 2.6 2.5

〔Ｅ〕 
最大粒径≦800 ㎜ 

礫含有率≦ 90％ 

qu≦250MN／㎡ 
－ － 2.8 2.6 － － 2.6 2.3 － － 2.3 2.0

岩

盤 
〔Ｇ〕 10＜qu≦20MN／㎡ 3.6 3.8 4.1 3.6 － － － － － － － －

〔Ｈ〕 20＜qu≦40MN／㎡ 2.9 3.0 3.4 3.0 － － － － － － － －

〔Ｊ〕 40＜qu≦60MN／㎡ 2.3 2.4 2.6 2.4 － － － － － － － －

〔Ｋ〕 60＜qu≦80MN／㎡ 1.8 1.9 2.1 1.9 － － － － － － － －

〔Ｌ〕 80＜qu≦100MN／㎡ 1.5 1.6 1.9 1.6 － － － － － － － －

＊ － 部分の日進量は検討を要する範囲であり、技術検討の結果で実施可能と判断された場合に限って適用する。 
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表－３．６ 標準日進量〔ＤＬ－Ｃ（分割発進タイプ）〕 

〔ｍ／日〕 

土質区分 

推進線形 
ヒュ－ム管 

呼び径 
 
土質条件 

曲線標準日進量 

100 ＞ Ｒ ≧ 50ｍ 50 ＞ Ｒ ≧ 30ｍ 

250 
300 

350
400
450
500

600
700

250
300

350
400
450
500

600 
700 

普

通

土 

〔Ａ〕 

粘性土〔1≦Ｎ＜50〕 

砂質土〔4≦Ｎ＜50〕 

砂礫土〔4≦Ｎ＜50〕 

 最大粒径≦20 ㎜ 

 礫含有率≦10％ 

－ － 4.1 3.6 － － －
3.2 
※2 

硬

質

土 

〔Ｂ〕 

粘性土〔Ｎ≧50〕 

砂質土〔Ｎ≧50〕 

軟岩〔qu≦10MN／㎡〕 

土丹〔qu≦10MN／㎡〕 

砂礫土 

最大粒径≦75 ㎜ 

礫含有率≦30％ 

－ － 3.3 2.7 － － －
2.4 
※2 

礫

質

土

〔Ｃ〕 
最大粒径≦200 ㎜ 

礫含有率≦ 60％ 

qu≦120MN／㎡ 
－ － 2.9 2.7 － － －

2.4 
※2 

礫
・
粗
石
混
り
土 

〔Ｄ〕 
最大粒径≦400 ㎜ 

礫含有率≦ 80％ 

qu≦150MN／㎡ 
－ － 2.4 2.2 － － －

1.9 
※3 

〔Ｅ〕 
最大粒径≦800 ㎜ 

礫含有率≦ 90％ 

qu≦250MN／㎡ 
－ － －

1.7
※1

－ － － － 

岩

盤 
〔Ｇ〕 10＜qu≦20MN／㎡ － － － － － － － － 

〔Ｈ〕 20＜qu≦40MN／㎡ － － － － － － － － 

〔Ｊ〕 40＜qu≦60MN／㎡ － － － － － － － － 

〔Ｋ〕 60＜qu≦80MN／㎡ － － － － － － － － 

〔Ｌ〕 80＜qu≦100MN／㎡ － － － － － － － － 

＊ － 部分の日進量は検討を要する範囲であり、技術検討の結果で実施可能と判断された場合に限って適用する。 

※1 最小曲線半径は 70m とする。 
※2  SR 推進管を使用する。 
※3  SR 推進管を使用し、最小曲線半径は 40m とする。 
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表－３．２～表３．６の条件を超える特殊土質・曲線半径については、 
個別工事毎に適用の可否を検討のうえ、個別見積り対応とする。 

 
 

← 

礫 

含 

有 

率 

90％ 

  
礫・粗石混り土〔E〕 

qu=250MN／㎡以下 

80％ 

 
礫・粗石混り土〔D〕

qu=150MN／㎡以下  

60％ 礫質土〔Ｃ〕

qu=120MN／㎡以下   

30％ 

 
硬質土

〔Ｂ〕 
   10％ 

〔Ａ〕 
 
 20mm 75mm 200mm 400mm 800mm 

  最 大 粒 径 →  
 

図－３．１ 礫・粗石混り土の土質区分 
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３．５ 車上プラントを使用する場合の日進量補正 

車上プラントを使用する場合の日進量は、作業帯の設置・撤去及び推進作業前後に実施する 
ケ－ブル・ホ－ス類の接続・取外し作業に要する時間（60 分）を考慮して、直線標準日進量・ 
曲線標準日進量に表－３．７に示す補正係数を乗じて算出する。 
 

表－３．７ 車上プラント補正係数 

適  用  条  件 補 正 係 数 

車上プラントを使用する場合 0.88 

 
３．６ 平均日進量の算出例 

 
 曲線を含む場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【呼び径 400、標準タイプ、普通土〔Ａ〕、Ｒ＝150ｍ、推進延長 200ｍの場合】 
 

・発進～ＢＣ区間日進量  9.0（ｍ／日） 「直線日進量」 
・ＢＣ～ＥＣ区間日進量  5.9（ｍ／日） 「曲線日進量（200＞Ｒ≧100ｍ）」 
・ＥＣ～到達区間日進量  7.2（ｍ／日） 「曲線日進量（Ｒ≧200ｍ）」 

 
推 進 工 実 日 数 ＝ 100／9.0＋40／5.9＋60／7.2＝26.22（日） 
平 均 日 進 量 ＝ 200（ｍ）／26.22（日）＝7.63（ｍ／日） 

発進立坑

到達

立坑

直線日進量

直線線形 曲線線形

100ｍ

直線線形

40ｍ 60ｍ

ＥＣ

曲線日進量

ＢＣ
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４．職種別作業内容及び推進工編成人員 

４．１ 職種別作業内容 
エ－スモ－ル工法（ＤＬ－Ｎ・ＤＬ－Ｃ）における職種別の主たる作業内容を 
表－４．１に示す。 

 
 表－４．１ 職種別の主たる作業内容 

作業 
職種 

推  進  工 仮 設 備 工 

世 話 役 ・現場指導、総指揮 ・現場指導、総指揮 

特殊作業員 

・推  進 
・位置検知 
・方向制御 
・掘削添加材の配合、混練、注入 
・推進管接続 
・ケ－ブル、ホ－ス接続 
・排土管接続 
・各種材料の立坑内搬出入に伴う玉掛け

作業 

・推進基線の設置、路上ポイント設置 
・元押装置の据付、撤去 
・先導体の据付、撤去 
・先導体の機能チェック 
・掘削添加材の配合試験 
・排土タンクの据付、撤去 
・元押装置、先導体のホ－ス接続、撤去

・元押装置、先導体の点検 
・各種材料の立坑内搬出入に伴う玉掛け

作業 

普通作業員 
・推進管接続 
・ケ－ブル、ホ－ス接続 
・排土管接続 

・元押装置、先導体の据付、撤去 
・排土タンク、添加材プラントの据付、

撤去 
・元押装置、先導体のホ－ス接続、撤去

・到達受台の据付、撤去 

溶 接 工 － 

・支圧壁の設置、撤去 
・止水器の取付 
・鏡切り 
・坑口金具の設置 
・到達受台の据付、撤去 

電   工 － ・電気ケ－ブルの接続、撤去、点検 

 
４．２ 推進工編成人員 

エ－スモ－ル工法（ＤＬ－Ｎ、ＤＬ－Ｃ）の推進工一班当りの編成人員を表－４．２に示す。 
但し、トラッククレ－ンの賃料は別途算出する。 

 
表－４．２ 推進工編成人員 

〔人／日〕 

職  種 世 話 役 特殊作業員 普通作業員 計 

人 員 数 １ ３ ２ ６ 
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５．推進工事工程表 

 
表－５．１ 標 準 工 程 表 

工      程 作 業 内 容 延  日  数 

◇推進基線設置 
◇推進設備据付 
◇支圧壁設置 
◇坑口工（発進） 
◇添加材プラント据付 
◇先導体据付 
◇鏡切り（発進） 
◇中間立坑等通過処理 

 
・推進基線、路上ポイント設置

・立坑内への基線移設 
・作業足場設置 
・元押装置の搬入、据付 
・支圧壁設置 
・地上ユニット据付 
・添加材注入装置据付 
・排土タンク据付 
・先導体の搬入、据付 
・元押装置、先導体の配線 
・先導体の機能チェック 
・鏡切り（発進） 
・止水器取付け（発進） 
・中間立坑等通過処理 
 

発進準備工（仮設備工） 

◇推 進 
 
◇添加材注入 
 
◇排土処理 

 
・推  進 
・添加材配合、混練、注入 
・位置検知 
・方向制御 
・推進管接続 
・ケ－ブル、ホ－ス接続 
・排土管接続 
・排土処理、運搬 
 

推  進  工 
推進延長／標準日進量 

 
※標準日進量は位置検知方法

別に適用する 

◇坑口工（到達） 
◇鏡切り（到達） 
◇到達受台据付、撤去 
◇先導体搬出 
◇排土管、油圧ホ－ス等撤去 
◇推進設備撤去 
◇支圧壁撤去 
◇添加材プラント撤去 

 
・鏡切り（到達） 
・止水器取付け（到達） 
・到達受台据付 
・先導体回収 
・ケ－ブル、ホ－ス回収 
・排土管回収 
・到達受台撤去 
・元押装置撤去 
・支圧壁撤去 
・元押装置、先導体の搬出 
・添加材注入装置撤去 
 

到達片付工（仮設備工） 
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６．使用機械の供用日数の算出 

６．１ 供用日数の算出 
機械器具損料の供用日数は各実日数に供用日の割増率（α）を乗じて算出する。 
供用日数＝各実日数×α 
なお、先導体の供用日数が 25 日未満の場合は、供用日当り損料の 25 日分を計上する。 
また、実日数 1 日は昼間 8 時間作業を標準としているため、昼夜施工などの交代制作業や作業

時間の制約などにより、施工実態と著しい乖離がある場合は個別検討とする。 
 

⑴ 単独スパンの場合 
１）先 導 体 

先 導 体 実 日 数＝先導体据付日数＋推進日数＋先導体搬出日数 
２）推進装置等（先導体以外の機器） 

推進装置等実日数＝推進装置据付日数＋先導体据付日数＋推進日数 
＋排土管等撤去日数＋推進装置撤去日数 

⑵ 複数（ｎ）スパンの場合〔同種の機器を連続使用する場合〕 
１）先 導 体 
⒜ 第一スパン 

先 導 体 実 日 数＝先導体据付日数＋推進日数 
⒝ 第二スパン～第 n－１スパン 

先 導 体 実 日 数＝段取替日数＋推進日数 
⒞ 第 n スパン（最終スパン） 

先 導 体 実 日 数＝段取替日数＋推進日数＋先導体搬出日数 
２）推進装置等（先導体以外の機器） 
⒜ 第一スパン 

推進装置等実日数＝推進装置据付日数＋先導体据付日数＋推進日数 
⒝ 第二スパン～第 n－１スパン 

推進装置等実日数＝段取替日数＋推進日数 
⒞ 第 n スパン（最終スパン） 

推進装置等実日数＝段取替日数＋推進日数＋排土管等撤去日数＋推進装置撤去日数 
 
６．２ 推進用機器の据付・撤去日数等 
 

表－６．１ 推進用機器の据付・撤去日数等 

立 坑 区 分 等 
発 進 立 坑 到 達 立 坑 

標準立坑 
ケーシン

グ立坑 
一体回収 分割回収 

呼 び 径 250～700 250～700 250～700 250～500 600・700
先 導 体 据 付 日 数 0.5 1.0 － － － 
先 導 体 
搬出日数 

標準管 － － 0.5 1.2 1.5 
半 管 － － 0.5 1.0 1.5 

推進装置据付日数 2.0 1.5 － － － 
推進装置撤去日数 1.0 1.0 － － － 
推 進 日 数 推進延長／平均日進量 
排土管等撤去日数 推進延長／排土管・油圧ホ－ス等標準撤去量 
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６．３ 複数スパンの段取替工の実日数 
 

  表－６．２ 段取替工の実日数 

立 坑 区 分 等 
到 達 立 坑 

一体回収 分割回収 
呼 び 径 250～700 250～300 350～700 
方向転換日数 5.0 5.0 6.0 
移 設 日 数 6.0 6.0 7.0 

 
６．４ カッタヘッド交換時の加算日数 

中間立坑を設けてカッタヘッドを交換する場合は、表－６．３の日数を加算する。 
 

表－６．３ カッタヘッド交換実日数 
項     目 加算日数 

カッタヘッド交換実日数 0.5 
 
６．５ 使用機械供用日数算出及び仮設備工日数の適用例 

〔条件〕各スパン共通 
・ 推進管は呼び径 400 の標準管 
・ 推進線形は直線で推進日数は各 20 日間 
・ 排土管等撤去日数は 2.5 日 
・ №２・№４発進立坑と№１到達立坑は標準立坑、№３到達立坑はケーシング立坑（分割

回収） 
・ 供用日の割増率（α）は 1.4 と仮定する。 

 
 
 
 
 
 

⑴ 先 導 体 

スパン 
番 号 

先導体の実日数 供用日

の 
割増率 

供用 
日数 据付 

日数 
方向転 
換日数 

移設 
日数 

推進 
日数 

搬出 
日数 

計 

①路線 0.5 － － 20.0 － 20.5 
1.4 

29 
②路線 － 5.0 － 20.0 － 25.0 35 
③路線 － － 7.0 20.0 1.2 28.2 40 

 
⑵ 推進装置等 

スパン 
番  号 

推進装置等の実日数 
供用日 
の 

割増率 

供用 
日数 

推進 
装置 
据付 
日数 

先導 
体の 
据付 
日数 

方向

転換

日数

移設

 
日数

推進

 
日数

排土

管等

撤去

日数

推進

装置

撤去

日数

計 

①路線 2.0 0.5 － － 20.0 － － 22.5 
1.4 

32 
②路線 － － 5.0 － 20.0 － － 25.0 35 
③路線 － － － 7.0 20.0 2.5 1.0 30.5 43 

 

①路線 ②路線 ③路線

片到達 両発進 両到達 片発進

№１ №２ №３ №４

一体回収 分割回収

①路線 ②路線 ③路線

片到達 両発進 両到達 片発進

№１ №２ №３ №４

一体回収 分割回収
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７．工 期 の 算 出 

工期は下式により算出した実日数に供用日の割増率を乗じて算出する。 
なお、準備日数等は表－７．１の中から該当する仮設備形態の日数を適用する。 
また、カッタヘッドの交換を行う場合には表－６．３の日数を加算する。 

実 日 数 ＝ 準備工日数（又は段取替日数）＋推進工日数＋片付工日数 
工  期 ＝ 実日数×供用日の割増率 

 
表－７．１ 工期算出用の準備工・片付工・段取替の実日数 

呼び径 
 
仮設備工形態 

250～300 350～700 
記     事 

一体回収 分割回収 一体回収 分割回収

準 備 工 
（搬入・据付） 

５ 新規に推進設備を設置 

方 向 転 換 工 
（反転・据付） 

５ ５ ６ 
両発進の場合の推進設備の方向

転換 

移 設 工 
（移設・据付） 

６ ６ ７ 
同一推進現場での推進設備の移

設 

片 付 工 
（撤去・搬出） 

４ ４ ５  

【備考】１．一体回収・分割回収は先導体の回収形態を表す。 
２．方向転換工・移設工の実日数には、先導体・推進装置の据付撤去日数及び排土管等 

撤去日数を含む。 
３．移設工で地上設備の移設を伴わない場合及び車上プラントを使用する場合の日数は 

方向転換工に準ずる。 
４．方向転換工・移設工の日数、呼び径及び先導体回収の区分は、前スパンの呼び径、 

先導体回収区分による。 
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８．ＤＬ－Ｎ（標準タイプ）積算代価表 

 
 ８．１ 管 渠 工 内 訳 
 

Ａ－１ 管 渠 工 
〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量
単 価

(円) 
金 額

(円) 
摘   要 

小 口 径 泥 土 圧 推 進 工  式 1   Ｂ－１ 
立 坑 内 管 布 設 工  式 1   別途計上 
仮 設 備 工  式 1   Ｂ－２ 
推 進 水 替 工  式 1   別途計上 
補 助 地 盤 改 良  式 1   別途計上 

計       
 
 ８．２ 小口径泥土圧推進工 
 

Ｂ－１ 小口径泥土圧推進工 

〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

推進用鉄筋コンクリ－ト管  ｍ    Ｃ－１ 
排 土 処 理  ㎥    Ｃ－２ 

計       
【備考】 排土量は次式により算出する。（詳細は「Ｃ－２ 排土処理」を参照） 

排土量 ＝ 推進１ｍ当り排土量×推進延長 
 ＝｛掘削体積×（１＋添加材注入率／100）×（排土率／100）｝×推進延長 

 

Ｃ－１ 推進用鉄筋コンクリ－ト管 

〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

推進用鉄筋コンクリ－ト管  本     
緩 衝 材 費  式 1   必要に応じて計上 
推 進 工  ｍ    Ｄ－１－１ 
排土管・油圧ホ－ス等撤去工  ｍ    Ｄ－１－２ 
添 加 材 注 入 工  ｍ    Ｄ－１－３ 

計       
１ｍ当り      計／推進延長 
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Ｄ－１－１ 推 進 工 

〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 1.0    
特 殊 作 業 員  人 3.0    
普 通 作 業 員  人 2.0    
発 動 発 電 機 運 転 費  日    Ｅ－１－３ 

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
4.9ｔ吊 

日 1.0    

車上プラント用トラック

運 転 費
○ｔ積 台    Ｅ－１－４ 

諸 雑 費  式 1    
小    計      1 日当り 
（ １ ｍ 当 り ）      小計／平均日進量 
推進工機械器具損料 ⑴ 供用１日当り ｍ 1.0   Ｅ－１－１ 
推進工機械器具損料 ⑵ 推進１ｍ当り ｍ 1.0   Ｅ－１－２ 

計       
【備考】１．発動発電機運転費は、電源に発動発電機を使用する場合に計上する。 

２．車上プラント用トラック運転費は、車上プラントを使用する場合に計上する。 
３．諸雑費は、電力使用料・支圧壁鋼材損料・検測器等の費用で、労務費とトラックク 

レ－ン賃料の合計額に３％を乗じた金額を上限として計上できる。 
なお、発動発電機を使用する場合は２％を乗じた金額を上限として計上できる。 

４．平均日進量の算出は「３．６ 平均日進量の算出例」による。 
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Ｅ－１－１ 推進工機械器具損料 ⑴ 

〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

先 導 体 損 料  日 ａ    
推 進 装 置 損 料  日 ｂ    
操 作 盤 損 料  日 ｂ    
排 土 タ ン ク 損 料 ○㎥用 日 ｂ    
オ イ ル 冷 却 装 置 損 料  日 ｂ   長距離推進に適用 

排 土 管 損 料 
１現場当り 100ｍ ｃ   

標準管 
供用日当り 日 ｄ   

排 土 管 損 料 
１現場当り 100ｍ ｃ   

半管 
供用日当り 日 ｄ   

中継ホ－ス・ケ－ブル損料 
１現場当り 100ｍ ｃ   

 
供用日当り 日 ｄ   

地上ホ－ス・ケ－ブル損料 
１現場当り 式 １   

 
供用日当り 日 ｅ   

計       
１ｍ当り      計／推進延長 

【備考】１．損料は次式により算出する。 
供用日当り損料 ＝ 供用日数×供用１日当り損料額 
１現場当り損料 ＝ 使用数量×１現場当り損料額 

２．供用日数（ａ）（ｂ）は「６．使用機械の供用日数の算出」による。 
３．１現場当り損料数量（ｃ）、坑内配管類の供用日数（ｄ）及び立坑・地上部の配管類の

供用日数（ｅ）は次式により算出する。 
なお、ｄ・ｅ については、複数スパンで段取替えが必要な場合は「６．使用機械の供

用日数の算出 」に準じて段取替え日数を加算する。 
ｃ ＝ 推進延長／100（複数スパンの場合は最大推進延長で、1 回のみ計上） 
ｄ ＝ 推進延長／100 ×（推進日数×１／２＋段取替え日数）× 供用日の割増率 

（複数スパンの場合は、推進延長と推進日数は合計値） 
ｅ ＝（推進日数＋段取替え日数）× 供用日の割増率 

４．先導体の供用日数が 25 日未満の場合は、供用日当り損料の 25 日分を計上する。 
５．排土タンク容量は呼び径 250～500 が６㎥級、呼び径 600～700 は 10 ㎥級を標準とする。 

但し、泥土改良工を実施する場合は計上しない。 
６．オイル冷却装置は、レ－ザ・タ－ゲット位置検知区間の推進延長が 100ｍを超える場合

に適用する。 
７．排土管損料（半管）は、曲線半径 100ｍ未満の曲線開始点～到達立坑までの区間 

に適用する。 
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Ｅ－１－２ 推進工機械器具損料 ⑵ 

〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

カ ッ タ ヘ ッ ド 損 料  個 1.0   表－８．１ 

リ ヤ パ イ プ 等 損 料  個 1.0    

交換用カッタヘッド損料  ｍ 1.0   Ｆ－１－１ 

計       

【備考】 カッタヘッド損料の適用は表－８．１による。また、ロ－ラⅡ型については、礫質土〔Ｃ〕

と礫・粗石混り土〔Ｄ〕では損料区分が異なる。なお、ロ－ラⅢ型については、礫・粗

石混り土と岩盤では損料区分が異なる。 
 

表－８．１ カッタヘッドの適用区分 

カッタヘッド種別 呼び径 250～700 

スポ－ク型 
普通土〔Ａ〕 
硬質土〔Ｂ〕 

ロ－ラⅡ型 
礫質土〔Ｃ〕 

礫・粗石混り土〔Ｄ〕 

ロ－ラⅢ型 
礫・粗石混り土〔Ｅ〕 
岩盤〔Ｇ〕〔Ｈ〕〔Ｊ〕 
岩盤〔Ｋ〕〔Ｌ〕 

 
Ｆ－１－１ 交換用カッタヘッド損料 

〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

カッタヘッド損料①  個 1   全損の場合 
カッタヘッド損料②  ｍ ａ    
カッタヘッド損料③  ｍ ｂ    

計       
１ｍ当り      計／推進延長 

【備考】１．推進の途中で中間立坑を設けてカッタヘッドの交換を行う場合に適用する。 
なお、この場合にはＥ－１－２のカッタヘッド損料は計上しない。 

２．カッタヘッド損料①は全損の場合に適用し、基礎価格の 90％を計上する。 
３．カッタヘッド損料②及び③は、該当する種別に対して損料扱いの場合に適用する。 

なお、数量ａ・ｂはぞれぞれの推進延長を計上する。 
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Ｅ－１－３ 発動発電機運転費 

〔１日当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

燃 料 費 軽油 ℓ      
発 動 発 電 機 賃 料 ○kVA 日    供用１日当り換算損料 

計       
【備考】１．発動発電機は、呼び径 250～500 は 125kVA、呼び径 600～700 は 150kVA を適用する。 

２．発動発電機の１日当り運転時間は８時間を標準とする。 
３．数量は一般社団法人 日本建設機械施工協会編「建設機械等損料表」を参考とする。 
４．燃料消費量は表－８．２による。 

 
表－８．２ 運転 1日当り燃料消費量 

発動発電機 軽油（ℓ ／日） 

125ｋVA 160 

150ｋVA 184 

 
Ｅ－１－４ 車上プラント用トラック運転費 

〔１台当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

ト ラ ッ ク 損 料 ○ｔ積 日    供用１日当り換算損料 
諸 雑 費  式 １    

計       
【備考】１．数量は一般社団法人 日本建設機械施工協会編「建設機械等損料表」を参考とする。 

２．諸雑費は燃料費等で、トラック損料の 10％を乗じた金額を上限として計上できる。 
３．車載機器の大きさに合わせたトラックおよび台数を選択すること。 
４．車上プラント用トラックに 4ｔ車を使用する場合の使用台数を下表に示す。 

 
参考 車上プラント用トラックの使用台数 

呼び径

積載区分 
250～500 600～700 

発動発電機を積載しない場合 ２（台） ３（台） 
発動発電機を積載する場合 ３（台） ３（台） 
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Ｄ－１－２ 排土管・油圧ホ－ス等撤去工 

〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 1.0    
特 殊 作 業 員  人 2.0    
普 通 作 業 員  人 2.0    

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
4.9ｔ吊 

日 1.0    

計      １日当り 
１ｍ当り      計／日当り撤去量 

【備考】１．排土管・油圧ホ－ス等撤去工の撤去延長は推進延長とする。 
２．１日当りの標準撤去量は表－８．３による。 
 

表－８．３ 排土管・油圧ホ－ス等標準撤去量 
呼  び  径 250～300 350～700 

１日当り撤去量 50（ｍ／日） 40（ｍ／日） 
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Ｄ－１－３ 添加材注入工 

〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

添 加 材 材 料 費  ｍ 1.0   Ｅ－１－５ 
添加材機械器具損料  ｍ 1.0   Ｅ－１－６ 

計       
【備考】１．添加材注入延長は推進延長とする。 

２．添加材注入の労務費、電力料は、推進工に含む。 
 

Ｅ－１－５ 添加材材料費 
〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

ポ リ マ －  ㎏    ポリマ－系 
ベ ン ト ナ イ ト  ㎏    

ベントナイト系 粘 土  ㎏    
滑 材  ℓ     
清 水  ㎥    共通 

計       
【備考】１．添加材の材料 

添加材は現場裁量であるため必要に応じて使い分ける。 
⑴ ポリマ－系添加材：水にポリマ－を混ぜ攪拌混合したもの 
⑵ ベントナイト系添加材：水にベントナイトと粘土の粉末を混ぜ攪拌混合したもの 

２．推進１ｍ当りの添加材注入量 
添加材注入量 ＝ 掘削体積×注入率 

３．推進１ｍ当りの標準掘削体積は、表－８．４ 標準掘削体積による。 
 

表－８．４ 標準掘削体積 
〔㎥／ｍ〕 

呼び径 250 300 350 400 450 500 600 700 

ス ポ － ク 型 0.126 0.156 0.196 0.264 0.322 0.385 0.518 0.682 

ロ － ラ 型 0.131 0.161 0.203 0.272 0.330 0.394 0.528 0.694 
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４．土質毎の添加材性状の目安 
⑴ ポリマ－系 
 

ポリマ－系の配合重量・注入率等（仕上り 100ℓ 当り） 

土 質 区 分 
粘度 
(CP) 

配合重量 注入率（％） 
水 

（ℓ ） 
ポリマ－

（㎏） 
低水位 高水位 

普通土〔Ａ〕 
硬質土〔Ｂ〕 

粘性土  5,000 99.35 1.29 130 130 

砂質土 10,000 99.21 1.59 130 130 

硬質土〔Ｂ〕の砂礫土 
礫質土〔Ｃ〕 
礫・粗石混り土〔Ｄ〕 
礫・粗石混り土〔Ｅ〕 

25,000 98.91 2.18 150 180 

岩盤〔Ｇ〕〔Ｈ〕〔Ｊ〕 
岩盤〔Ｋ〕〔Ｌ〕 

10,000 99.21 1.59 180 

【注記】１）粘度とはＣ型粘度計で測定した粘度（１CP：センチポア－ズ＝１mPa・ 
sec）を示す。土質等現場の状況に応じて調整を要す。 

２）高水位とは、静水圧≧20kPa 且つ透水係数≧10⁻ ²㎝／sec の状態をいう。 
 

⑵ ベントナイト系 
 

ベントナイト系の配合重量・注入率等（仕上り 100ℓ 当り） 

土 質 区 分 
粘度 
(CP) 

配合重量 注入率（％） 

水 
（ℓ ）

ベ ン ト

ナ イ ト

（㎏）

粘土 
（㎏）

滑材 
（ℓ ）

低水位 高水位

普通土〔Ａ〕 
硬質土〔Ｂ〕 

粘性土  5,000 74.18 7.54 4.71 20.92 100 100 

砂質土 10,000 73.35 9.32 5.59 20.69 130 130 

硬質土〔Ｂ〕の砂礫土 
礫質土〔Ｃ〕 
礫・粗石混り土〔Ｄ〕 
礫・粗石混り土〔Ｅ〕 

25,000 72.54 11.06 6.45 20.46 150 180 

岩盤〔Ｇ〕〔Ｈ〕〔Ｊ〕 
岩盤〔Ｋ〕〔Ｌ〕 

10,000 73.35 9.32 5.59 20.69 180 

【注記】１）粘度とはＣ型粘度計で測定した粘度（１CP：センチポア－ズ＝１mPa・ 
sec）を示す。土質等現場の状況に応じて調整を要す。 

２）高水位とは、静水圧≧20kPa 且つ透水係数≧10⁻ ²㎝／sec の状態をいう。 
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５．推進１ｍ当り添加材数量の算出例 
⑴ ポリマ－系添加材 

〔条件〕呼び径：250  土質：普通土〔Ａ〕（砂質土）  地下水位：低水位 
注入率：130％ 

１）推進１ｍ当りの添加材注入量 
前２項、前３項及び前４項より 
添 加 材 注 入 量 ＝ 0.126 × 1.30 ＝ 0.164（㎥／ｍ） 

２）推進１ｍ当りの材料使用数量 
ポ リ マ ー 使 用 量 ＝ 0.164 （㎥／ｍ）× 15.9（㎏／㎥） ＝ 2.61 （㎏／ｍ）

清 水 使 用 量 ＝ 0.164 （㎥／ｍ）× 992.1（ℓ ／㎥） ＝ 162.70 （ℓ ／ｍ）

    ＝ 0.163 （㎥／ｍ）

 
⑵ ベントナイト系添加材 
 〔条件〕呼び径：400  土質：礫・粗石混り土〔Ｄ〕  地下水位：高水位 

注入率：180％ 
１）推進１ｍ当りの添加材注入量 

前２項、前３項及び前４項より 
添 加 材 注 入 量 ＝ 0.272 × 1.80 ＝ 0.490（㎥／ｍ） 

２）推進１ｍ当りの材料使用数量 
ベントナイト使用量 ＝ 0.490 （㎥／ｍ）× 110.6（㎏／㎥） ＝ 54.19 （㎏／ｍ）

粘 土 使 用 量 ＝ 0.490 （㎥／ｍ）× 64.5（㎏／㎥） ＝ 31.61 （㎏／ｍ）

滑 材 使 用 量 ＝ 0.490 （㎥／ｍ）× 204.6（ℓ ／㎥） ＝ 100.25 （ℓ ／ｍ）

清 水 使 用 量 ＝ 0.490 （㎥／ｍ）× 725.4（ℓ ／㎥） ＝ 355.45 （ℓ ／ｍ）

    ＝ 0.355 （㎥／ｍ）
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Ｅ－１－６ 添加材機械器具損料 

〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

添加材注入ポンプ損料 ○○kW 日     

添 加 材 ミ キ サ 損 料
○○kW、○○ℓ

×上下２槽 
日     

粘 度 計 損 料  日     
水 槽 損 料 ３㎥用 日     

計       
１ｍ当り      計／推進延長 

【備考】１．数量（供用日数）は、「６．使用機械の供用日数の算出」による。 
２．使用機械は表－８．５による。 

 
表－８．５ 添加材注入工 使用機械 

新設管呼び径 
添加材注入ポンプ 添加材ミキサ 

出力 仕様 出力 仕様 

250～500 7.5kW 2.4 ㎥／h 4.0kW 400ℓ ×2槽 

600～700 15.0kW 5.4 ㎥／h 6.0kW 600ℓ ×2槽 
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Ｃ－２ 排 土 処 理 

〔１㎥当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

汚 泥 吸 排 車 運 転 費  日    Ｄ－２－１ 
泥 土 改 良 工  ㎥ 100   Ｄ－２－２ 
ダンプトラック運転工  ㎥ 100   Ｄ－２－３ 
処 分 費  ㎥ 100    

計      100 ㎥当り 
１㎥当り      計／100 ㎥ 

【備考】１．処分費は各地域における規制条件を勘案し、産業廃棄物処理等の適切な費用を別途計 
上して下さい。 
なお、掘削土を処理することによりリサイクル等する場合には、産業廃棄物処理費の代

わりに必要な費用を別途計上して下さい。 
２．推進１ｍ当りの排土量 

排土量 ＝ 掘削体積×（１＋添加材注入率／100）×（排土率／100） 
排土率は呼び径・土質により異なるが、概ね 90％程度である。 

３．標準掘削体積は表－８．４による。 
４．排土量の算出例 

〔条件〕呼び径：250、土質：普通土〔Ａ〕、添加材注入率：130％、 
排土率：90％ 
排土量＝ 0.126×（１＋130／100）×（90／100）＝ 0.261（㎥／ｍ） 

〔条件〕呼び径：400、土質：礫・粗石混り土〔Ｅ〕、添加材注入率：180％、 
排土率：90％ 
排土量＝ 0.272×（１＋180／100）×（90／100）＝ 0.685（㎥／ｍ） 

５．排土処理形態別の費用の計上方法は表－８．６による。 
 

表－８．６ 形態別の費用の計上方法 

処理形態 
汚 泥 吸 排 車

運 転 費 
泥 土 改 良 工

ダンプトラッ

ク 運 転 費
処 分 費 

泥土改良装置

使 用
－ ○ ○＊１ ○＊２ 

泥土改良装置

未 使 用
○ － － ○ 

＊１：同一工事場所でリサイクルする場合でも、運搬が必要な場合は計上する。 
＊２：リサイクルが認められない場合は計上する。 
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６．排土 100 ㎥当りの運搬日数は、表－８．７、表－８．８による。 
 

表－８．７ 汚泥吸排車 8.0ｔ車の場合の運搬日数 

積込機械・規格 汚泥吸排車 吸引管径 75 ㎜ 
運搬機種・規格 汚泥吸排車 8.0ｔ車 
 ＤＩＤ区間：なし 

運搬距離（㎞） 
2.0 
以下 

6.3 
以下 

14.8 
以下 

25.7 
以下 

60.0 
以下 

運搬日数（日） 2.2 2.6 3.2 4.3 6.5 
 ＤＩＤ区間：あり 

運搬距離（㎞） 
1.9 
以下 

5.9 
以下 

13.1 
以下 

22.6 
以下 

60.0 
以下 

運搬日数（日） 2.2 2.6 3.2 4.3 6.5 
 

表－８．８ 汚泥吸排車 3.1ｔ～3.5ｔ車の場合の運搬日数 

積込機械・規格 汚泥吸排車 吸引管径 75 ㎜ 
運搬機種・規格 汚泥吸排車 3.1ｔ～3.5ｔ車 
 ＤＩＤ区間：なし 

運搬距離（㎞） 
2.2 
以下 

4.3 
以下 

7.5 
以下 

12.7 
以下 

24.4 
以下 

41.3 
以下 

60.0 
以下 

運搬日数（日） 3.9 4.5 5.2 6.3 7.8 10.4 15.6 
 ＤＩＤ区間：あり 

運搬距離（㎞） 
2.1 
以下 

4.1 
以下 

7.0 
以下 

11.6 
以下 

20.3 
以下 

32.6 
以下 

60.0 
以下 

運搬日数（日） 3.9 4.5 5.2 6.3 7.8 10.4 15.6 
【注記】１）上表は、排土 100 ㎥を運搬する日数である。 

２）運搬距離は片道であり、往路と復路が異なる時は平均値とする。 
３）自動車専用道路を利用する場合には別途考慮する。 
４）ＤＩＤ（人口集中地区）は総務省統計局の国勢調査報告資料 

添付の人口集中地区境界図によるものとする。 
５）運搬距離が 60 ㎞を超える場合は別途積上げとする。 

 
Ｄ－２－１ 汚泥吸排車運転費 

〔１日当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

一 般 運 転 手  人 1.0    
燃 料 費 軽油 ℓ      
汚 泥 吸 排 車 損 料 ○ｔ 日    供用１日当り換算損料 
諸 雑 費  式 1    

計       
【備考】 数量は一般社団法人 日本建設機械施工協会編「建設機械等損料表」を参考とする。 
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Ｄ－２－２ 泥 土 改 良 工 

〔１㎥当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

泥 土 改 良 処 理 工  ㎥ 1.0    
計       

【備考】 別冊「エ－スモ－ル 泥土改良装置 技術・積算資料」による。 
 

Ｄ－２－３ ダンプトラック運転工 
〔１㎥当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

一 般 運 転 手  人     
軽 油  ℓ      
ダンプトラック損料  日 1.0   Ｅ－２－１ 
タ イ ヤ 損 耗 費  日 1.0    
諸 雑 費  式 1    

計       
１㎥当り       計／日当り運搬量 

【備考】 軽油、一般運転手の数量は運転時間に応じて計上する。 
 

Ｅ－２－１ ダンプトラック損料 
〔１日当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

ダンプトラック損料 ○ｔ 日 1.0   供用１日損料 
ダンプトラック損料 ○ｔ 時間 Ｈ   運転１時間損料 

計       
【備考】 Ｈ：ダンプトラック 1 日当り運転時間 
 

表－８．９ ダンプトラック車種と積載量 

車  種 ４ｔ車 ２ｔ車 
改 質 土 2.2（㎥） 1.1（㎥） 

 
表－８．１０ ダンプトラック車種と運転手及び軽油消費量 

車  種 ４ｔ車 ２ｔ車 
一般運転手 0.17（人／時間） 0.17（人／時間） 
軽   油 6.8（ℓ ／時間） 4.4（ℓ ／時間） 

 
表－８．１１ ダンプトラック運転時間 

種目 
運搬土量 

４ｔ車 ２ｔ車 
回 数 運転時間 回 数 運転時間 

1.1 ㎥／日以下 － － 1 2 
1.1～2.2 ㎥／日 1 2 2 4 
2.2 ㎥／日以上 2 4 3 6 
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 ８．３ 仮 設 備 工 
 

Ｂ－２ 仮 設 備 工 
〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

坑 口  式 １   Ｃ－３ 

鏡 切 り  式 １   Ｃ－４ 

推進設備等設置撤去  式    Ｃ－５ 

推 進 設 備 等 据 換  式    Ｃ－６ 

支 圧 壁  式 １   Ｃ－７ 

先 導 体 組 立 ・ 整 備  回    Ｃ－８ 

路 上 ポ イ ン ト 設 置  ｍ    Ｃ－９ 

カ ッ タ ヘ ッ ド 交 換  回    Ｃ－10 

中間立坑等通過処理      Ｃ－11 

計       

【備考】 路上ポイント設置は、推進線形が曲線を含み電磁法使用の場合に計上し、対象数量は曲

線開始点以降の推進延長とする。 
 

Ｃ－３ 坑 口 
                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

発 進 坑 口 工  箇所    Ｄ－３－１ 
到 達 坑 口 工  箇所    Ｄ－３－２ 

計       
 

Ｄ－３－１ 発 進 坑 口 工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

普 通 作 業 員  人     
止 水 器  組 1.0    
鋼 材 溶 接 工  ｍ    Ｅ－３－１ 
鋼 材 切 断 工  ｍ    Ｅ－３－２ 

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
4.9ｔ吊 

日     

計       
【備考】 数量は表－８．１２による。 
 

表－８．１２ 坑口工歩掛表 
                                                                         〔１箇所当り〕 

呼び径 
種目 

250 300 350 400 450 500 600 700 

普 通 作 業 員（人） 0.6 0.7 0.8 0.9 0.9 1.0 1.1 1.3 
鋼 材 溶 接 工（ｍ） 2.4 2.7 2.9 3.2 3.5 3.7 4.0 4.6 
鋼 材 切 断 工（ｍ） 4.8 5.4 5.8 6.4 7.0 7.4 8.0 9.2 
トラッククレ－ン賃料（日） 0.55 0.60 0.65 0.70 0.75 0.80 0.90 1.00 



 標準タイプ  

－ 31 － 

 
Ｅ－３－１ 鋼 材 溶 接 工 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 0.010    
溶 接 工  人 0.076    
普 通 作 業 員  人 0.021    
電 力 料  kwh 2.7    
溶 接 棒  ㎏ 0.4    
溶 接 機 損 料 250Ａ 日 0.076    
諸 雑 費  式 1    

計       
【備考】１．諸雑費は溶接棒金額に 30％を乗じた金額を上限として計上できる。 

２．電力料は、電源に発動発電機を使用する場合は計上しない。 
 

Ｅ－３－２ 鋼 材 切 断 工 
                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 0.007    
溶 接 工  人 0.053    
普 通 作 業 員  人 0.020    
酸 素  ㎥ 0.163    
ア セ チ レ ン  ㎏ 0.028    
諸 雑 費  式 1    

計       
【備考】 諸雑費はアセチレン金額に 30％を乗じた金額を上限として計上できる。 
 

Ｄ－３－２ 到 達 坑 口 工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

普 通 作 業 員  人     
止 水 器  組 1.0    
鋼 材 溶 接 工  ｍ    Ｅ－３－１ 
鋼 材 切 断 工  ｍ    Ｅ－３－２ 

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
4.9ｔ吊 

日     

計       
【備考】 数量は表－８．１２による。 



 標準タイプ  

－ 32 － 

 
Ｃ－４ 鏡 切 り 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

発 進 鏡 切 り 工  箇所    Ｄ－４－１ 
到 達 鏡 切 り 工  箇所    Ｄ－４－２ 

計       
 

Ｄ－４－１ 発進鏡切り工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

鏡 切 り 工  ｍ    Ｅ－４－１ 
計       

【備考】 数量は表－８．１３による。 
 

表－８．１３ 鏡 切 り 延 長 
                                                                          〔１箇所当り〕 

呼び径

種目 
250 300 350 400 450 500 600 700 

ライナ－プレ－ト（ｍ） 2.5 3.0 3.0 3.5 3.5 4.0 4.5 5.0 
鋼 矢 板（ｍ） 2.0 2.0 3.0 3.0 3.5 4.0 4.5 6.0 
ケ ー シ ン グ 立 坑（ｍ） 2.4 2.6 2.9 3.2 3.5 3.8 4.4 5.0 

 
Ｅ－４－１ 鏡 切 り 工 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人     
溶 接 工  人     
普 通 作 業 員  人     
諸 雑 費  式 1    

計       
【備考】 数量は表－８．１４による。 
 

表－８．１４ 鏡切り工歩掛表 
                                                                〔切断１ｍ当り〕 

種目 
土留 

世 話 役

（人） 
溶 接 工

（人） 
普通作業員

(人) 
諸 雑 費 

鋼 矢 板 Ⅱ 型 0.007 0.057 0.022 
労務費の 1 0％

鋼 矢 板 Ⅲ 型 0.008 0.059 0.022 
ライナ－プレ－ト 
ｔ＝2.7～3.2 ㎜ 

0.006 0.051 0.019 労 務 費 の 5 ％

ケ ー シ ン グ 立 坑 0.019 0.038 0.019 労務費の 1 0％

 



 標準タイプ  

－ 33 － 

 
Ｄ－４－２ 到達鏡切り工 

                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

鏡 切 り 工  ｍ    Ｅ－４－２ 
計       

【備考】 数量は表－８．１３による。 
 

Ｅ－４－２ 鏡 切 り 工 
                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人     
溶 接 工  人     
普 通 作 業 員  人     
諸 雑 費  式 1    

計       
【備考】 数量は表－８．１４による。 



 標準タイプ  
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Ｃ－５ 推進設備等設置撤去 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

推進用機器据付撤去工  箇所    Ｄ－５－１ 
先 導 体 据 付 工  台    Ｄ－５－２ 
先 導 体 搬 出 工  台    Ｄ－５－３ 

計       
 

Ｄ－５－１ 推進用機器据付撤去工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     
電 工  人     

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
16ｔ吊 

日     

計       
【備考】 数量は表－８．１５による。 

 

表－８．１５ 推進用機器据付撤去工歩掛表 
〔１箇所当り〕 

種目

 
区分 

世話役 
特 殊 
作業員 

普 通 
作業員 

電 工 
トラックク 
レ－ン賃料 

（人） （人） （人） （人） （日） 
据  付 2.0 4.0 4.0 2.0 2.0 
撤  去 1.0 2.0 2.0 1.0 1.0 

 



 標準タイプ  
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Ｄ－５－２ 先導体据付工 

                                                                           〔１台当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
○ｔ吊 

日     

計       
【備考】 数量は表－８．１６による。 
 

表－８．１６ 先導体据付工歩掛表 
〔１台当り〕 

種目 
 
呼び径 

世話役 
特 殊 
作業員 

普 通 
作業員 

トラッククレ－ン賃料 
（日） 

(人) （人） （人） 4.9ｔ吊 16ｔ吊 
250～500 

0.5 1.5 1.0 
0.5 － 

600～700 － 0.5 
 

Ｄ－５－３ 先導体搬出工 
                                                                           〔１台当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
○ｔ吊 

日     

計       
【備考】 先導体を一体回収する場合は表－８．１７、分割回収する場合は表－８．１８による。 
 

表－８．１７ 先導体搬出工（一体回収）歩掛表 

〔１台当り〕 
種目 

 
呼び径 

世話役 
特 殊 
作業員 

普 通 
作業員 

トラッククレ－ン賃料 
（日） 

(人) （人） （人） （日） 規格 
250～500 

0.5 1.5 1.0 
1.0 4.9ｔ吊 

600～700 1.0 16ｔ吊 
 

表－８．１８ 先導体搬出工（分割回収）歩掛表 

〔１台当り〕 
種目 

 
呼び径 

世話役 
特 殊 
作業員 

普 通 
作業員 

トラッククレ－ン賃料 
 

(人) （人） （人） （日） 規格 
250～500 1.2 3.6 2.4 1.2 4.9ｔ吊 
600～700 1.5 4.5 3.0 1.5 16ｔ吊 

 



 標準タイプ  
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Ｃ－６ 推進設備等据換 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

推 進 用 機 器 据 換 工  箇所    Ｄ－６－１ 
先 導 体 据 付 工  台    Ｄ－５－２ 
先 導 体 搬 出 工  台    Ｄ－５－３ 

計       
 

Ｄ－６－１ 推進用機器据換工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     
電 工  人     

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
16ｔ吊 

日     

計       
【備考】 数量は表－８．１９による。 
 

表－８．１９ 推進用機器据換工歩掛表 
〔１箇所当り〕 

種目 
 
区分 

世話役 
特 殊

作業員

普 通

作業員
電 工

トラックク 
レ－ン賃料 

（人） （人） （人） （人） （日） 
転  換 1.5 3.0 3.0 1.5 1.5 

 



 標準タイプ  
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Ｃ－７ 支 圧 壁 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

鋼 製 支 圧 壁 工  箇所    Ｄ－７－１ 

コンクリ－ト製支圧壁工
ｺﾝｸﾘｰﾄ製+
Ｈ 型 鋼 材 

箇所    Ｄ－７－２ 

計       
 

Ｄ－７－１ 鋼製支圧壁工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

鋼 材 設 置 工  ｔ    Ｅ－７－１ 
鋼 材 撤 去 工  ｔ    Ｅ－７－２ 

計       
【備考】１．数量は表－８．２０による。 

２．鋼材損料は推進工において諸雑費として計上しているためここでは計上しない。 
 

表－８．２０ 鋼製支圧壁標準部材 

〔１箇所当り〕 

呼 び 径 材料名 
単

位 
数量 規格・寸法 摘 要 

250～350 
鋼 板 ｔ 0.074 ｔ＝ 22 ㎜ 前部鋼材 
鋼 板 ｔ 0.315 ｔ＝ 45 ㎜ 後部鋼材 
計 ｔ 0.389   

250～500 
Ｈ型鋼 ｔ 0.075 200×200×8×12×1,500×１（本） 前部鋼材 
Ｈ型鋼 ｔ 0.558 300×300×10×15×1,500×４（本） 後部鋼材 
計 ｔ 0.633   

600～700 

Ｈ型鋼 ｔ 0.095 200×200×8×12×1,900×１（本） 前部鋼材 
Ｈ型鋼 ｔ 0.353 300×300×10×15×1,900×２（本） 

後部鋼材 
Ｈ型鋼 ｔ 0.279 300×300×10×15×1,500×２（本） 
計 ｔ 0.727   

【備考】１．呼び径 250～350 をシートパイルに設置する場合は、Ｈ型鋼製の支圧壁を

使用する。 



 標準タイプ  
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Ｅ－７－１ 鋼 材 設 置 工 

                                                                           〔１ｔ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 1.7    
と び 工  人 3.2    
溶 接 工  人 1.7    
普 通 作 業 員  人 1.7    
ラフテレ－ンクレ－ン賃料 油圧式 25ｔ吊 日 1.7    
諸 雑 費  式 1    

計      10ｔ当り 
１ｔ当り      計／10ｔ 

【備考】 諸雑費は、溶接棒、アセチレンガス、酸素、溶接機損料、溶接機運転経費等の費用であり、

労務費の合計額に４％を乗じた金額を上限として計上できる。 

 
Ｅ－７－２ 鋼 材 撤 去 工 

                                                                           〔１ｔ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人 1.0    
と び 工  人 1.9    
溶 接 工  人 1.0    
普 通 作 業 員  人 1.0    

ラフテレ－ンクレ－ン賃料 
油圧式 
25ｔ吊 

日 1.0    

諸 雑 費  式 1    
計      10ｔ当り 

１ｔ当り      計／10ｔ 
【備考】 諸雑費は、溶接棒、アセチレンガス、酸素、溶接機損料、溶接機運転経費等の費用であり、

労務費の合計額に６％を乗じた金額を上限として計上できる。 



 標準タイプ  
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Ｄ－７－２ コンクリ－ト製支圧壁工 

                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

鋼 材 設 置 工  ｔ    Ｅ－７－１ 
鋼 材 撤 去 工  ｔ    Ｅ－７－２ 
コ ン ク リ － ト 工  ㎥     
型 枠 工  ㎡     
コンクリ－ト取壊し工  ㎥     
コンクリ－ト塊処分工  ㎥     

計       
【備考】１．数量は表－８．２１による。 

２．鋼材損料は推進工において諸雑費として計上しているためここでは計上しない。 
 

表－８．２１ コンクリ－ト製支圧壁標準数量 

〔１箇所当り〕 

呼 び 径 
鋼 材 重 量 ｺ ﾝ ｸ ﾘ - ﾄ工 型 枠 工

ｺ ﾝ ｸ ﾘ - ﾄ

取 壊 し 工

ｺ ﾝ ｸ ﾘ - ﾄ塊 
処 分 工 

（ｔ） （㎥） （㎡） （㎥） （㎥） 
400～500 0.633 0.71 2.69 0.71 0.71 
600～700 0.727 0.97 3.18 0.97 0.97 

 



 標準タイプ  
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Ｃ－８ 先導体組立・整備 

                                                                           〔１回当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人     
機 械 工  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
○ｔ吊 

日     

消 耗 部 品 費  式 1    
試 運 転 調 整 工  式 1    

計       
【備考】１．本歩掛はケーシング立坑等で先導体を分割回収した場合に適用する。 

２．数量は表－８．２２による。 
３．消耗部品費は労務費及びトラッククレ－ン賃料に 15％を乗じた金額を上限として計上 

できる。 
４．試運転調整工は労務費及びトラッククレ－ン賃料に 10％を乗じた金額を上限として計

上できる。 
 

表－８．２２ 先導体組立・整備工歩掛表 

〔１回当り〕 
種目 

 
呼び径 

世話役 機械工
特 殊

作業員

普 通

作業員

トラッククレ－ン賃料 
（日） 

（人） （人） （人） （人） 4.9ｔ吊 16ｔ吊 
250～500 

2.0 2.0 2.0 2.0 
2.0 － 

600～700 － 2.0 
 



 標準タイプ  
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Ｃ－９ 路上ポイント設置 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 1.0    
特 殊 作 業 員  人 1.0    
普 通 作 業 員  人 1.0    
諸 雑 費  式 1    

計      １日当り 
１ｍ当り      計／日当り設置量 

【備考】１．推進線形が曲線を含み電磁法使用の場合に適用する。 
２．諸雑費は労務費に５％を乗じた金額を上限として計上できる。 
３．１日当り設置量は表－８．２３による。 
 

 表－８．２３ １日当り設置量 
呼 び 径 250～700 

日当り設置量 50（ｍ／日） 

 
Ｃ－10 カッタヘッド交換 

                                                                           〔１回当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 0.5    
特 殊 作 業 員  人 1.5    
普 通 作 業 員  人 1.0    

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
4.9ｔ吊 

日 0.5    

計       
【備考】１．推進の途中に中間立坑を設けて、カッタヘッドを交換する場合に適用する。 

２．本費用には、立坑築造費用・補助工法費用・坑口処理等に関する費用は含まれていな

いため、必要により別途加算する。 
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Ｃ－11 中間立坑等通過処理 

〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

発 進 坑 口 工  箇所    Ｄ－３－１ 
到 達 坑 口 工  箇所    Ｄ－３－２ 
通 過 処 理 工 （ 発 進 ）  箇所    Ｄ－11－１ 

通 過 処 理 工 （ 到 達 ）  箇所    Ｄ－11－２ 

計       

【備考】１. 

２. 

推進中に立坑を通過する場合は、坑口工を計上する。 

通過マンホールを推進に先立ち施工する場合は、マンホール躯体削孔は終わっている

ことを前提とする。 

 
Ｄ－11－１ 通過処理工（発進） 

〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

普 通 作 業 員  人     
止 水 器  組 1.0    

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
4.9ｔ吊 

日     

計       
【備考】１. 

２. 

マンホールを通過する場合に計上する。 

数量は表－８．２４による。 
 

表－８．２４ 通過処理工歩掛表 
〔１箇所当り〕 

新設管呼び径 250 300 350 400 450 500 600 700 
普 通 作 業 員 （ 人 ） 0.6 0.7 0.8 0.9 0.9 1.0 1.1 1.3 
トラッククレ－ン賃料（日） 0.55 0.60 0.65 0.70 0.75 0.80 0.90 1.00

 
Ｄ－11－２ 通過処理工（到達） 

〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

普 通 作 業 員  人     
止 水 器  組 1.0    

ト ラ ッ ク ク レ － ン 賃 料 
油圧式 
4.9ｔ吊 

日     

計       
【備考】１. 

２. 

マンホールを通過する場合に計上する。 

数量は表－８．２４による。 
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９．ＤＬ－Ｃ（分割発進タイプ）積算代価表 

 
９．１ 管 渠 工 内 訳 

 
Ａ－１ 管 渠 工 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法
単

位 
数量 

単 価

(円) 
金 額

(円) 
摘   要 

小 口 径 泥 土 圧 推 進 工  式 1   Ｂ－１ 
立 坑 内 管 布 設 工  式 1   別途計上 
仮 設 備 工  式 1   Ｂ－２ 
推 進 水 替 工  式 1   別途計上 
補 助 地 盤 改 良  式 1   別途計上 

計       
 
９．２ 小口径泥土圧推進工 

 
Ｂ－１ 小口径泥土圧推進工 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法
単

位 
数量 

単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

推進用鉄筋コンクリ－ト管  ｍ    Ｃ－１ 
排 土 処 理  ㎥    Ｃ－２ 

計       
【備考】 排土量は次式により算出する。（詳細は「Ｃ－２ 排土処理」を参照） 

排土量 ＝ 推進１ｍ当り排土量×推進延長 
 ＝｛掘削体積×（１＋添加材注入率／100）×（排土率／100）｝×推進延長 

 
 

Ｃ－１ 推進用鉄筋コンクリ－ト管 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法
単

位 
数量 

単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

推進用鉄筋コンクリ－ト管  本     
緩 衝 材 費  式 1   必要に応じて計上 
推 進 工  ｍ    Ｄ－１－１ 
排土管・油圧ホ－ス等撤去工  ｍ    Ｄ－１－２ 
添 加 材 注 入 工  ｍ    Ｄ－１－３ 

計       
１ｍ当り      計／推進延長 
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Ｄ－１－１ 推 進 工 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 
単

位 
数量 

単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 1.0    
特 殊 作 業 員  人 3.0    
普 通 作 業 員  人 2.0    
発 動 発 電 機 運 転 費  日    Ｅ－１－３ 
ク レ ー ン 装 置 付

ト ラ ッ ク 運 転 費

4ｔ積 
2.9ｔ吊 

日    Ｅ－１－４ 

車上プラント用トラック

運 転 費
 台    Ｅ－１－５ 

諸 雑 費  式 1    
小   計      1 日当り 
（１ｍ当り）      小計／平均日進量 

推進工機械器具損料 ⑴ 供用１日当り ｍ 1.0   Ｅ－１－１ 
推進工機械器具損料 ⑵ 推進１ｍ当り ｍ 1.0   Ｅ－１－２ 

計       

【備考】１．発動発電機運転費は、電源に発動発電機を使用する場合に計上する。 
２．車上プラント用トラック運転費は、車上プラントを使用する場合に計上する。 
３．諸雑費は、電力使用料・支圧壁鋼材損料・検測器等の費用で、クレーン装置付トラッ 

ク運転費と、労務費の合計額に３％を乗じた金額を上限として計上できる。 
なお、発動発電機を使用する場合は２％を乗じた金額を上限として計上できる。 

４．平均日進量の算出は「３．６ 平均日進量の算出例」による。 
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Ｅ－１－１ 推進工機械器具損料 ⑴ 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

先 導 体 損 料  日 ａ    
推 進 装 置 損 料  日 ｂ    
操 作 盤 損 料  日 ｂ    
排 土 タ ン ク 損 料 〇㎥用 日 ｂ    
オ イ ル 冷 却 装 置 損 料   ｂ   長距離推進に適用 

排 土 管 損 料 
１現場当り 100ｍ ｃ   

 
供用日当り 日 ｄ   

ホ－ス・ケ－ブル損料 
１現場当り 100ｍ ｃ   

 
供用日当り 日 ｄ   

地上ホ－ス・ケ－ブル損料 
１現場当り 式 １   

 
供用日当り 日 ｅ   

計       
１ｍ当り      計／推進延長 

【備考】１．損料は次式により算出する。 
供用日当り損料 ＝ 供用日数×供用１日当り損料額 
１現場当り損料 ＝ 使用数量×１現場当り損料額 

２．供用日数（ａ）（ｂ）は「６．使用機械の供用日数の算出」による。 
３．１現場当り損料数量（ｃ）、坑内配管類の供用日数（ｄ）及び立坑・地上部の配管類の

供用日数（ｅ）は次式により算出する。 
なお、ｄ・ｅ については、複数スパンで段取替えが必要な場合は「６．使用機械の供

用日数の算出 」に準じて段取替え日数を加算する。 
ｃ ＝ 推進延長／100（複数スパンの場合は最大推進延長で、1 回のみ計上） 
ｄ ＝ 推進延長／100 ×（推進日数×１／２＋段取替え日数）× 供用日の割増率 

（複数スパンの場合は、推進延長と推進日数は合計値） 
ｅ ＝（推進日数＋段取替え日数）× 供用日の割増率 

４．先導体の供用日数が 25 日未満の場合は、供用日当り損料の 25 日分を計上する。 
５．排土タンク容量は呼び径 250～500 が６㎥級、呼び径 600～700 は 10 ㎥級を標準とする。 

但し、泥土改良工を実施する場合は計上しない。 
６．オイル冷却装置は、レ－ザ・タ－ゲット位置検知区間の推進延長が 100ｍを超える場合

に適用する。 



 分割発進タイプ  
 

－ 46 － 

 
Ｅ－１－２ 推進工機械器具損料 ⑵ 

〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

カ ッ タ ヘ ッ ド 損 料  個 1.0   表－９．１ 

リ ヤ パ イ プ 等 損 料  個 1.0    

計       

【備考】 カッタヘッド損料の適用は表－９．１による。また、ロ－ラⅡ型については、礫質土〔Ｃ〕

と礫・粗石混り土〔Ｄ〕では損料区分が異なる。なお、ロ－ラⅢ型については、礫・粗石混

り土と岩盤では損料区分が異なる。 
 

 表－９．１ カッタヘッドの適用区分 

カッタヘッド種別 土 質 区 分 

スポ－ク型 
普通土〔Ａ〕 
硬質土〔Ｂ〕 

ロ－ラⅡ型 
礫質土〔Ｃ〕 

礫・粗石混り土〔Ｄ〕 

ロ－ラⅢ型 
礫・粗石混り土〔Ｅ〕 
岩盤〔Ｇ〕〔Ｈ〕〔Ｊ〕 
岩盤〔Ｋ〕〔Ｌ〕 

 
Ｆ－１－１ 交換用カッタヘッド損料 

〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

カッタヘッド損料①  個 1   全損の場合 
カッタヘッド損料②  ｍ ａ    
カッタヘッド損料③  ｍ ｂ    

計       
１ｍ当り      計／推進延長 

【備考】１．推進の途中で中間立坑を設けてカッタヘッドの交換を行う場合に適用する。 
なお、この場合にはＥ－１－２のカッタヘッド損料は計上しない。 

２．カッタヘッド損料①は全損の場合に適用し、基礎価格の 90％を計上する。 
３．カッタヘッド損料②及び③は、該当する種別に対して損料扱いの場合に適用する。 

なお、数量ａ・ｂはぞれぞれの推進延長を計上する。
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Ｅ－１－３ 発動発電機運転費 

                                                                           〔１日当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

燃 料 費 軽油 ℓ      
発 動 発 電 機 賃 料 ○kVA 日    供用１日当り換算損料 

計       
【備考】１．発動発電機は、呼び径 250～500 は 125kVA、呼び径 600～700 は 150kVA を適用する。 

２．発動発電機の１日当り運転時間は８時間を標準とする。 
３．数量は一般社団法人 日本建設機械施工協会編「建設機械等損料表」を参考とする。 
４．燃料消費量は表－９．２による。 

 
表－９．２ 運転 1日当り燃料消費量 

発動発電機 軽油（ℓ ／日） 

125ｋVA 160 

150ｋVA 184 

 
Ｅ－１－４ クレーン装置付トラック運転費 

                                                                           〔１日当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

特 殊 運 転 費  人 1    
燃 料 費 軽油 ℓ  38    
ク レ ー ン 装 置 付

ト ラ ッ ク 損 料

4ｔ積 

2.9ｔ吊 
日 1.2   供用１日当り換算損料 

諸 雑 費  式 １    
計       

 
Ｅ－１－５ 車上プラント用トラック運転費 

                                                                           〔１台当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

ト ラ ッ ク 損 料 ○ｔ積 日    供用１日当り換算損料 
諸 雑 費  式 １    

計       
【備考】１．数量は一般社団法人 日本建設機械施工協会編「建設機械等損料表」を参考とする。 

２．諸雑費は燃料費等で、トラック損料の 10％を乗じた金額を上限として計上できる。 
３．車載機器の大きさに合わせたトラックおよび台数を選択すること。 
４．車上プラント用トラックに 4ｔ車を使用する場合の使用台数を下表に示す。 

 
参考 車上プラント用トラックの使用台数 

呼び径

積載区分 
250～500 600～700 

発動発電機を積載しない場合 ２（台） ３（台） 
発動発電機を積載する場合 ３（台） ３（台） 
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Ｄ－１－２ 排土管・油圧ホ－ス等撤去工 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 1.0    
特 殊 作 業 員  人 2.0    
普 通 作 業 員  人 2.0    
ク レ ー ン 装 置 付

ト ラ ッ ク 運 転 費

4ｔ積 
2.9ｔ吊 

日    Ｅ－１－４ 

計      １日当り 
１ｍ当り      計／日当り撤去量 

【備考】１．排土管・油圧ホ－ス等撤去工の撤去延長は推進延長とする。 
２．１日当りの標準撤去量は表－９．３による。 

 
表－９．３ 排土管・油圧ホ－ス等標準撤去量 

呼  び  径 250～300 350～700 

１日当り撤去量 40（ｍ／日） 30（ｍ／日） 
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Ｄ－１－３ 添加材注入工 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

添 加 材 材 料 費  ｍ 1.0   Ｅ－１－５ 
添加材機械器具損料  ｍ 1.0   Ｅ－１－６ 

計       
【備考】１．添加材注入延長は推進延長とする。 

２．添加材注入の労務費、電力料は、推進工に含む。 
 

Ｅ－１－５ 添加材材料費 
                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

ポ リ マ －  ㎏    ポリマ－系 
ベ ン ト ナ イ ト  ㎏    

ベントナイト系 粘 土  ㎏    
滑 材  ℓ     
清 水  ㎥    共通 

計       
【備考】１．添加材の材料 

添加材は現場裁量であるため必要に応じて使い分ける。 
⑴ ポリマ－系添加材：水にポリマ－を混ぜ攪拌混合したもの 
⑵ ベントナイト系添加材：水にベントナイトと粘土の粉末を混ぜ攪拌混合したもの 

２．推進１ｍ当りの添加材注入量 
添加材注入量 ＝ 掘削体積×注入率 

３．推進１ｍ当りの標準掘削体積は、表－９．４よる。 
 

表－９．４ 標準掘削体積 
〔㎥／ｍ〕 

呼 び 径 250 300 350 400 450 500 600 700 

スポ－ク型 0.126 0.156 0.196 0.264 0.322 0.385 0.518 0.682 

ロ － ラ 型 0.131 0.161 0.203 0.272 0.330 0.394 0.528 0.694 
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４．土質毎の添加材性状の目安 
⑴ ポリマ－系 
 

ポリマ－系の配合重量・注入率等 

土 質 区 分 
粘度 
(CP) 

配合重量（100ℓ 当り） 注入率（％） 
水 

（ℓ ） 
ポリマ－ 
（㎏） 

低水位 高水位 

普通土〔Ａ〕 
硬質土〔Ｂ〕 

粘性土  5,000 99.35 1.29 130 130 

砂質土 10,000 99.21 1.59 130 130 

硬質土〔Ｂ〕の砂礫土 
礫質土〔Ｃ〕 
礫・粗石混り土〔Ｄ〕 
礫・粗石混り土〔Ｅ〕 

25,000 98.91 2.18 150 180 

岩盤〔Ｇ〕〔Ｈ〕〔Ｊ〕 
岩盤〔Ｋ〕〔Ｌ〕 

10,000 99.21 1.59 180 

【注記】１）粘度とはＣ型粘度計で測定した粘度（１CP：センチポア－ズ＝１mPa・ 
sec）を示す。土質等現場の状況に応じて調整を要す。 

２）高水位とは、静水圧≧20kPa 且つ透水係数≧10⁻ ²㎝／sec の状態をいう。 
 

⑵ ベントナイト系 
 

ベントナイト系の配合重量・注入率等 

土 質 区 分 
粘度 
(CP) 

配合重量（100ℓ 当り） 注入率（％） 

水 
（ℓ ）

ベ ン ト

ナ イ ト

（㎏）

粘土 
（㎏）

滑材 
（ℓ ）

低水位 高水位

普通土〔Ａ〕 
硬質土〔Ｂ〕 

粘性土  5,000 74.18 7.54 4.71 20.92 100 100 

砂質土 10,000 73.35 9.32 5.59 20.69 130 130 

硬質土〔Ｂ〕の砂礫土 
礫質土〔Ｃ〕 
礫・粗石混り土〔Ｄ〕 
礫・粗石混り土〔Ｅ〕 

25,000 72.54 11.06 6.45 20.46 150 180 

岩盤〔Ｇ〕〔Ｈ〕〔Ｊ〕 
岩盤〔Ｋ〕〔Ｌ〕 

10,000 73.35 9.32 5.59 20.69 180 

【注記】１）粘度とはＣ型粘度計で測定した粘度（１CP：センチポア－ズ＝１mPa・ 
sec）を示す。土質等現場の状況に応じて調整を要す。 

２）高水位とは、静水圧≧20kPa 且つ透水係数≧10⁻ ²㎝／sec の状態をいう。 
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５．推進１ｍ当り添加材数量の算出例 

⑴ ポリマ－系添加材 
 〔条件〕呼び径：250  土質：普通土〔Ａ〕（砂質土）  地下水位：低水位 

  注入率：130％ 
１）推進１ｍ当りの添加材注入量 

前２項、前３項及び前４項より 
添 加 材 注 入 量 ＝ 0.126 × 1.30 ＝ 0.164（㎥／ｍ） 

２）推進１ｍ当りの材料使用数量 
ポ リ マ ー 使 用 量 ＝ 0.164 （㎥／ｍ）× 15.9（㎏／㎥） ＝ 2.61 （㎏／ｍ）

清 水 使 用 量 ＝ 0.164 （㎥／ｍ）× 992.1（ℓ ／㎥） ＝ 162.70 （ℓ ／ｍ）

    ＝ 0.163 （㎥／ｍ）

 
⑵ ベントナイト系添加材 
 〔条件〕呼び径：400  土質：礫・粗石混り土〔Ｄ〕  地下水位：高水位 

注入率：180％ 
１）推進１ｍ当りの添加材注入量 

前２項、前３項及び前４項より 
添 加 材 注 入 量 ＝ 0.272 × 1.80 ＝ 0.490（㎥／ｍ） 

２）推進１ｍ当りの材料使用数量 
ベントナイト使用量 ＝ 0.490 （㎥／ｍ）× 110.6（㎏／㎥） ＝ 54.19 （㎏／ｍ）

粘 土 使 用 量 ＝ 0.490 （㎥／ｍ）× 64.5（㎏／㎥） ＝ 31.61 （㎏／ｍ）

滑 材 使 用 量 ＝ 0.490 （㎥／ｍ）× 204.6（ℓ ／㎥） ＝ 100.25 （ℓ ／ｍ）

清 水 使 用 量 ＝ 0.490 （㎥／ｍ）× 725.4（ℓ ／㎥） ＝ 355.45 （ℓ ／ｍ）

 ＝ 0.355 （㎥／ｍ）     

 



 分割発進タイプ  
 

－ 52 － 

 
Ｅ－１－６ 添加材機械器具損料 

〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

添加材注入ポンプ損料 ○○kW 日     

添 加 材 ミ キ サ 損 料
○○kW、○○ℓ

×上下２槽 
日     

粘 度 計 損 料  日     
水 槽 損 料 ３㎥用 日     

計       
１ｍ当り      計／推進延長 

【備考】１．数量（供用日数）は、「６．使用機械の供用日数の算出」による。 
２．使用機械は表－９．５による。 

 
表－９．５ 添加材注入工 使用機械 

新設管呼び径 
添加材注入ポンプ 添加材ミキサ 

出力 仕様 出力 仕様 

250～500 7.5kW 2.4 ㎥／h 4.0kW 400ℓ ×2槽 

600～700 15.0kW 5.4 ㎥／h 6.0kW 600ℓ ×2槽 



 分割発進タイプ  
 

－ 53 － 

 
Ｃ－２ 排 土 処 理 

                                                                           〔１㎥当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

汚 泥 吸 排 車 運 転 費  日    Ｄ－２－１ 
泥 土 改 良 工  ㎥ 100   Ｄ－２－２ 
ダンプトラック運転工  ㎥ 100   Ｄ－２－３ 
処 分 費  ㎥ 100    

計      100 ㎥当り 
１㎥当り      計／100 ㎥ 

【備考】１．処分費は各地域における規制条件を勘案し、産業廃棄物処理等の適切な費用を別途計 
上して下さい。 
なお、掘削土を処理することによりリサイクル等する場合には、産業廃棄物処理費の 
代わりに必要な費用を別途計上して下さい。 

    ２．推進１ｍ当りの排土量 
       排土量 ＝ 掘削体積×（１＋添加材注入率／100）×（排土率／100） 
         排土率は呼び径・土質により異なるが、概ね 90％程度である。 
    ３．標準掘削体積は表－９．４による。 
    ４．排土量の算出例 

〔条件〕呼び径：250、土質：普通土〔Ａ〕、添加材注入率：130％、 
排土率：90％ 
排土量 ＝ 0.126×（１＋130／100）×（90／100）＝0.261（㎥／ｍ） 

〔条件〕呼び径：400、土質：礫・粗石混り土〔Ｅ〕、添加材注入率：180％、 
          排土率：90％ 
          排土量 ＝ 0.272×（１＋180／100）×（90／100）＝0.685（㎥／ｍ） 
    ５．排土処理形態別の費用の計上方法は表－９．６による。 
 

     表－９．６ 形態別の費用の計上方法 

処理形態 泥土改良工
ダンプトラッ

ク 運 転 費 
汚泥吸排車

運 転 費
処 分 費 

泥土改良装置 
使 用 

－ ○ ○＊１ ○＊２ 

泥土改良装置 
未 使 用 

○ － － ○ 

＊１：同一工事場所でリサイクルする場合でも、運搬が必要な場合は計上する。 
＊２：リサイクルが認められない場合は計上する。 
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６．排土 100 ㎥当りの運搬日数は、表－９．７、表－９．８による。 
 

    表－９．７ 汚泥吸排車 8.0ｔ車の場合の運搬日数 

積込機械・規格 汚泥吸排車 吸引管径 75 ㎜ 
運搬機種・規格 汚泥吸排車 8.0ｔ車 
 ＤＩＤ区間：なし 

運搬距離（㎞） 
2.0 
以下 

6.3 
以下 

14.8 
以下 

25.7 
以下 

60.0 
以下 

運搬日数（日） 2.2 2.6 3.2 4.3 6.5 
 ＤＩＤ区間：あり 

運搬距離（㎞） 
1.9 
以下 

5.9 
以下 

13.1 
以下 

22.6 
以下 

60.0 
以下 

運搬日数（日） 2.2 2.6 3.2 4.3 6.5 
 

    表－９．８ 汚泥吸排車 3.1ｔ～3.5ｔ車の場合の運搬日数 

積込機械・規格 汚泥吸排車 吸引管径 75 ㎜ 
運搬機種・規格 汚泥吸排車 3.1ｔ～3.5ｔ車 
 ＤＩＤ区間：なし 

運搬距離（㎞） 
2.2 
以下 

4.3 
以下 

7.5 
以下 

12.7 
以下 

24.4 
以下 

41.3 
以下 

60.0 
以下 

運搬日数（日） 3.9 4.5 5.2 6.3 7.8 10.4 15.6 
 ＤＩＤ区間：あり 

運搬距離（㎞） 
2.1 
以下 

4.1 
以下 

7.0 
以下 

11.6 
以下 

20.3 
以下 

32.6 
以下 

60.0 
以下 

運搬日数（日） 3.9 4.5 5.2 6.3 7.8 10.4 15.6 
      【注記】１）上表は、排土 100 ㎥を運搬する日数である。 
          ２）運搬距離は片道であり、往路と復路が異なる時は平均値とする。 
          ３）自動車専用道路を利用する場合には別途考慮する。 
          ４）ＤＩＤ（人口集中地区）は総務省統計局の国勢調査報告資料添付 

の人口集中地区境界図によるものとする。 
      ５）運搬距離が 60 ㎞を超える場合は別途積上げとする。 

 
Ｄ－２－１ 汚泥吸排車運転費 

                                                                           〔１日当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

一 般 運 転 手  人 1.0    
燃 料 費 軽油 ℓ      
汚 泥 吸 排 車 損 料 ○ｔ 日    供用１日当り換算損料 

諸 雑 費  式 1    
計       

【備考】 数量は一般社団法人 日本建設機械施工協会編「建設機械等損料表」を参考とする。 
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Ｄ－２－２ 泥 土 改 良 工 

                                                                           〔１㎥当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

泥 土 改 良 処 理 工  ㎥ 1.0    
計       

【備考】 別冊「エ－スモ－ル 泥土改良装置技術・積算資料」による。 
 

Ｄ－２－３ ダンプトラック運転工 
                                                                           〔１㎥当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

一 般 運 転 手  人     
軽 油  ℓ      
ダンプトラック損料  日 1.0   Ｅ－２－１ 
タ イ ヤ 損 耗 費  日 1.0    
諸 雑 費  式 1    

計       
１㎥当り       計／日当り運搬量 

【備考】 軽油、一般運転手の数量は運転時間に応じて計上する。 
 

Ｅ－２－１ ダンプトラック損料 
                                                                           〔１日当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

ダンプトラック損料 ○ｔ 日 1.0   供用１日損料 
ダンプトラック損料 ○ｔ 時間 Ｈ   運転１時間損料 

計       
【備考】 Ｈ：ダンプトラック 1 日当り運転時間 
 

表－９．９ ダンプトラック車種と積載量 

車  種 ４ｔ車 ２ｔ車 
改 質 土 2.2（㎥） 1.1（㎥） 

 
表－９．１０ ダンプトラック車種と運転手及び軽油消費量 

車  種 ４ｔ車 ２ｔ車 
運 転 手 0.17（人／時間） 0.17（人／時間） 
軽   油 6.8（ℓ ／時間） 4.4（ℓ ／時間） 

 
表－９．１１ ダンプトラック運転時間 

種目 
運搬土量 

４ｔ車 ２ｔ車 
回 数 運転時間 回 数 運転時間 

1.1 ㎥／日以下 － － 1 2 
1.1～2.2 ㎥／日 1 2 2 4 
2.2 ㎥／日以上 2 4 3 6 
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 ９．３ 仮 設 備 工 
 

Ｂ－２ 仮 設 備 工 
                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

坑 口  式 １   Ｃ－３ 
鏡 切 り  式 １   Ｃ－４ 
推進設備等設置撤去  式    Ｃ－５ 
推 進 設 備 等 据 換  式    Ｃ－６ 
支 圧 壁  式 １   Ｃ－７ 
先 導 体 組 立 ・ 整 備  回    Ｃ－８ 
路 上 ポ イ ン ト 設 置  ｍ    Ｃ－９ 
カ ッ タ ヘ ッ ド 交 換  箇所    Ｃ－１０ 
中間立抗等通過処理  箇所    Ｃ－１１ 

計       
【備考】 路上ポイント設置は、推進線形が曲線を含み電磁法使用の場合に計上し、対象数量は曲線

開始点以降の推進延長とする。 
 

Ｃ－３ 坑 口 
                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

発 進 坑 口 工  箇所    Ｄ－３－１ 
到 達 坑 口 工  箇所    Ｄ－３－２ 

計       
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Ｄ－３－１ 発 進 坑 口 工 

                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

普 通 作 業 員  人     
止 水 器  組 1.0    
鋼 材 溶 接 工  ｍ    Ｅ－３－１ 
鋼 材 切 断 工  ｍ    Ｅ－３－２ 

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
4.9ｔ吊 

日     

計       
【備考】 数量は表－９．１２による。 
 

表－９．１２ 坑口工歩掛表 
                                                                         〔１箇所当り〕 

呼び径 
種目 

250 300 350 400 450 500 600 700 

普 通 作 業 員（人） 0.6 0.7 0.8 0.9 0.9 1.0 1.1 1.3 
鋼 材 溶 接 工（ｍ） 2.4 2.7 2.9 3.2 3.5 3.7 4.0 4.6 
鋼 材 切 断 工（ｍ） 4.8 5.4 5.8 6.4 7.0 7.4 8.0 9.2 
トラッククレ－ン賃料（日） 0.55 0.60 0.65 0.70 0.75 0.80 0.90 1.00 

 
Ｅ－３－１ 鋼 材 溶 接 工 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 0.010    
溶 接 工  人 0.076    
普 通 作 業 員  人 0.021    
電 力 料  kwh 2.7    
溶 接 棒  ㎏ 0.4    
溶 接 機 損 料 250Ａ 日 0.076    
諸 雑 費  式 1    

計       
【備考】１．諸雑費は溶接棒金額に 30％を乗じた金額を上限として計上できる。 
    ２．電力料は、電源に発動発電機を使用する場合は計上しない。 
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Ｅ－３－２ 鋼 材 切 断 工 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 0.007    
溶 接 工  人 0.053    
普 通 作 業 員  人 0.020    
酸 素  ㎥ 0.163    
ア セ チ レ ン  ㎏ 0.028    
諸 雑 費  式 1    

計       
【備考】 諸雑費はアセチレン金額に 30％を乗じた金額を上限として計上できる。 
 

Ｄ－３－２ 到 達 坑 口 工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

普 通 作 業 員  人     
止 水 器  組 1.0    
鋼 材 溶 接 工  ｍ    Ｅ－３－１ 
鋼 材 切 断 工  ｍ    Ｅ－３－２ 

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
4.9ｔ吊 

日     

計       
【備考】 数量は表－９．１２による。 
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Ｃ－４ 鏡 切 り 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

発 進 鏡 切 り 工  箇所    Ｄ－４－１ 
到 達 鏡 切 り 工  箇所    Ｄ－４－２ 

計       
 

Ｄ－４－１ 発進鏡切り工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

鏡 切 り 工  ｍ    Ｅ－４－１ 
計       

【備考】 数量は表－９．１３による。 
 

表－９．１３ 鏡 切 り 延 長 
                                                                         〔１箇所当り〕 

呼び径

種目 
250 300 350 400 450 500 600 700 

ライナ－プレ－ト（ｍ） 2.5 3.0 3.0 3.5 3.5 4.0 4.5 5.0 
鋼 矢 板（ｍ） 2.0 2.0 3.0 3.0 3.5 4.0 4.5 6.0 
ケ ー シ ン グ 立 坑（ｍ） 2.4 2.6 2.9 3.2 3.5 3.8 4.4 5.0 

 
Ｅ－４－１ 鏡 切 り 工 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人     
溶 接 工  人     
普 通 作 業 員  人     
諸 雑 費  式 1    

計       
【備考】 数量は表－９．１４による。 
 

表－９．１４ 鏡切り工歩掛表 
                                                               〔切断１ｍ当り〕 

種目 
土留 

世 話 役

（人） 
溶 接 工

（人） 
普通作業員

(人) 
諸 雑 費 

鋼 矢 板 Ⅱ 型 0.007 0.057 0.022 
労務費の 1 0％

鋼 矢 板 Ⅲ 型 0.008 0.059 0.022 
ライナ－プレ－ト 

ｔ＝2.7～3.2 ㎜ 
0.006 0.051 0.019 労 務 費 の 5 ％

ケ ー シ ン グ 立 坑 0.019 0.038 0.019 労務費の 1 0％
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Ｄ－４－２ 到達鏡切り工 

                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

鏡 切 り 工  ｍ    Ｅ－４－２ 
計       

【備考】 数量は表－９．１３による。 
 

Ｅ－４－２ 鏡 切 り 工 
                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人     
溶 接 工  人     
普 通 作 業 員  人     
諸 雑 費  式 1    

計       
【備考】 数量は表－９．１４による。 
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Ｃ－５ 推進設備等設置撤去 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

推進用機器据付撤去工  箇所    Ｄ－５－１ 
先 導 体 据 付 工  台    Ｄ－５－２ 
先 導 体 搬 出 工  台    Ｄ－５－３ 

計       
 

Ｄ－５－１ 推進用機器据付撤去工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     
電 工  人     

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
16ｔ吊 

日     

計       
【備考】 数量は表－９．１５による。 

 

表－９．１５ 推進用機器据付撤去工歩掛表 
〔１箇所当り〕 

種目

 
区分 

世話役 
特 殊 
作業員 

普 通 
作業員 

電 工 
トラックク 
レ－ン賃料 

（人） （人） （人） （人） （日） 
据  付 1.5 3.0 3.0 1.5 1.5 
撤  去 1.0 2.0 2.0 1.0 1.0 
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Ｄ－５－２ 先導体据付工 

                                                                           〔１台当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     

トラッククレーン賃料 
油圧式 
○ｔ吊 

日     

ク レ ー ン 装 置 付 
ト ラ ッ ク 運 転 費 

4ｔ積 

2.9ｔ吊 
日 1.0   Ｅ－５－１ 

分 割 発 進 器 具 費  式 １    
計       

【備考】 数量は表－９．１６による。 
 

表－９．１６ 先導体据付工歩掛表 
       〔１台当り〕 

種目 
 
呼び径 

世話役 
特 殊 
作業員 

普 通 
作業員 

分割発進器

具費 
トラッククレ－ン賃料 

(人) （人） （人） （式） （日） 規格 

250～300 1.0 3.0 2.0 1 1.0 
4t 積 

2.9t 吊 
350～500 1.0 3.0 2.0 1 1.0 4.9t 
600～700 1.0 3.0 2.0 1 1.0 16t 

【備考】 呼び径 250～300 は、クレーン装置付トラックを使用する。 
 

Ｅ－５－１ クレーン装置付トラック運転費 
                                                                           〔１日当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

特 殊 運 転 費  人 1    
燃 料 費 軽油 ℓ  38    
ク レ ー ン 装 置 付

ト ラ ッ ク 損 料

4ｔ積 

2.9ｔ吊 
日 1.2   

供用１日当り換算損

料 
諸 雑 費  式 １    

計       
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Ｄ－５－３ 先導体搬出工 

                                                                           〔１台当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
○ｔ吊 

日     

ク レ ー ン 装 置 付 
ト ラ ッ ク 運 転 費 

4ｔ積 
2.9ｔ吊 

日 1.0   Ｅ－５－１ 

計       
【備考】 数量は表－９．１７による。 

 
表－９．１７ 先導体搬出工歩掛表 

           〔１台当り〕 

種目 
 
呼び径 

世話役 
特 殊 
作業員 

普 通 
作業員 

トラッククレ－ン賃料（日）

(人) （人） （人） （日） 規格 

一体回収 
250～500 

0.5 1.5 1.0 
0.5 4.9ｔ吊 

600～700 0.5 16ｔ吊 

分割回収 
250～300 1.0 3.0 2.0 1.0 

4ｔ積 

2.9ｔ吊 

350～500 1.0 3.0 2.0 1.0 4.9ｔ吊 

600～700 1.0 3.0 2.0 1.0 16ｔ吊 

【備考】 分割回収の呼び径 250～300 は、クレーン装置付トラックを使用する。 
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Ｃ－６ 推進設備等据換 

                                                                              〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

推 進 用 機 器 据 換 工  箇所    Ｄ－６－１ 
先 導 体 据 付 工  台    Ｄ－５－２ 
先 導 体 搬 出 工  台    Ｄ－５－３ 

計       
 

Ｄ－６－１ 推進用機器据換工 
                                                                        〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     
電 工  人     

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
16ｔ吊 

日     

計       
【備考】 数量は表－９．１８による。 
 

表－９．１８ 推進用機器据換工歩掛表 
〔１箇所当り〕 

種目 
 
区分 

世話役 
特 殊 
作業員 

普 通 
作業員 

電 工 
トラックク 
レ－ン賃料 

（人） （人） （人） （人） （日） 
転  換 1.2 2.4 2.4 1.2 1.2 
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Ｃ－７ 支 圧 壁 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

鋼 製 支 圧 壁 工  箇所    Ｄ－７－１ 
計       

 
Ｄ－７－１ 鋼製支圧壁工 

                                                                        〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

鋼 材 設 置 工  ｔ    Ｅ－７－１ 
鋼 材 撤 去 工  ｔ    Ｅ－７－２ 

計       
【備考】１．数量は表－９．１９による。 

２．鋼材損料は推進工において諸雑費として計上しているためここでは計上しない。 
 

表－９．１９ 鋼製支圧壁標準部材 

                                                                〔１箇所当り〕 

呼び径 材料名 単位 数量 規格・寸法 摘 要 

250～300 
鋼 板 ｔ 0.049 ｔ＝16 ㎜ 前部鋼材 

鋼 板 ｔ 0.150 ｔ＝16 ㎜ 後部鋼材 

計 ｔ 0.199   

350～500 
鋼 板 ｔ 0.074 ｔ＝22 ㎜ 前部鋼材 

鋼 板 ｔ 0.315 ｔ＝45 ㎜ 後部鋼材 

計 ｔ 0.389   

600～700 鋼 板 ｔ 0.200 ｔ＝16 ㎜ 後部鋼材 
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Ｅ－７－１ 鋼 材 設 置 工 

                                                                          〔１ｔ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人 1.7    
と び 工  人 3.2    
溶 接 工  人 1.7    
普 通 作 業 員  人 1.7    

ラフテレ－ンクレ－ン賃料 
油圧式 
25ｔ吊 

日 1.7    

諸 雑 費  式 1    
計      10ｔ当り 

１ｔ当り      計／10ｔ 
【備考】 諸雑費は、溶接棒、アセチレンガス、酸素、溶接機損料、溶接機運転経費等の費用で 

あり、労務費の合計額に４％を乗じた金額を上限として計上できる。 

 
Ｅ－７－２ 鋼 材 撤 去 工 

                                                                          〔１ｔ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 1.0    
と び 工  人 1.9    
溶 接 工  人 1.0    
普 通 作 業 員  人 1.0    

ラフテレ－ンクレ－ン賃料
油圧式 
25ｔ吊 

日 1.0    

諸 雑 費  式 1    
計      10ｔ当り 

１ｔ当り      計／10ｔ 
【備考】 諸雑費は、溶接棒、アセチレンガス、酸素、溶接機損料、溶接機運転経費等の費用であり、

労務費の合計額に６％を乗じた金額を上限として計上できる。 
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Ｃ－８ 先導体組立・整備 
                                                                           〔１回当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人     
機 械 工  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
4.9ｔ吊 

日     

ク レ ー ン 装 置 付

ト ラ ッ ク 運 転 費

4t 積 
2.9t 吊 

日     

消 耗 部 品 費  式 1    
試 運 転 調 整 工  式 1    

計       
【備考】１．数量は表－９．２０による。 

２．本歩掛はケーシング立坑等で先導体を分割回収した場合に適用する。 
３．消耗部品費は労務費及びトラッククレ－ン賃料またはクレーン装置付トラック運転費 

に 15％を乗じた金額を上限として計上できる。 
４．試運転調整工は労務費及びトラッククレ－ン賃料またはクレーン装置付トラック運転 

費に 10％を乗じた金額を上限として計上できる。 
 

表－９．２０ 先導体組立・整備工歩掛表 

（１回当り） 

種目 
 
呼び径 

世話役 
 

（人） 

機械工 
 

（人） 

特 殊 
作業員 
（人） 

普 通 
作業員 
（人） 

トラッククレーン等運転日

数 

(日) 規  格 

250～300 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 
4ｔ積 
2.9t 吊 

350～500 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 4.9t 吊 

600～700 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 16t 吊 

備考 呼び径 250～300 は、クレーン装置付トラックを使用する。 
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Ｃ－９ 路上ポイント設置 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 1.0    
特 殊 作 業 員  人 1.0    
普 通 作 業 員  人 1.0    
諸 雑 費  式 1    

計      １日当り 
１ｍ当り      計／日当り設置量 

【備考】１．推進線形が曲線を含み電磁法使用の場合に適用する。 
    ２．諸雑費は労務費に５％を乗じた金額を上限として計上できる。 
    ３．１日当り設置量は表－９．２０による。 
 

 表－９．２０ １日当り設置量 
呼 び 径 250～700 

日当り設置量 50（ｍ／日） 

 
Ｃ－10 カッタヘッド交換 

                                                                           〔１回当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 0.5    
特 殊 作 業 員  人 1.5    
普 通 作 業 員  人 1.0    

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
4.9ｔ吊 

日 0.5    

計       
【備考】１．推進の途中に中間立坑を設けて、カッタヘッドを交換する場合に適用する。 

２．本費用には、立坑築造費用・補助工法費用・坑口処理等に関する費用は含まれていな

いため、必要により別途加算する。 
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Ｃ－１１ 中間立坑等通過処理 

〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

発 進 坑 口 工  箇所    Ｄ－３－１ 
到 達 坑 口 工  箇所    Ｄ－３－２ 
通 過 処 理 工 （ 発 進 ）  箇所    Ｄ－11－１ 

通 過 処 理 工 （ 到 達 ）  箇所    Ｄ－11－２ 

計       

【備考】１. 

２. 

推進中に立坑を通過する場合は、坑口工を計上する。 

通過マンホール推進に先立ち施工する場合は、マンホール躯体削孔は行っていること

を前提とする。 

 
Ｄ－１１－１ 通過処理工（発進） 

〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

普 通 作 業 員  人     
止 水 器  組 1.0    

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
4.9ｔ吊 

日     

計       
【備考】１. 

２. 

マンホールを通過する場合に計上する。 

数量は表－９．２１による。 
 

表－９．２１ 通過処理工歩掛表 
〔１箇所当り〕 

新設管呼び径 250 300 350 400 450 500 600 700 

普 通 作 業 員 （ 人 ） 0.6 0.7 0.8 0.9 0.9 1.0 1.1 1.3 

トラッククレ－ン賃料（日） 0.55 0.60 0.65 0.70 0.75 0.80 0.90 1.00

 
Ｄ－１１－２ 通過処理工（到達） 

〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

普 通 作 業 員  人     
止 水 器  組 1.0    

ト ラ ッ ク ク レ － ン 賃 料 
油圧式 
4.9ｔ吊 

日     

計       
【備考】１. 

２. 

既設マンホールを通過する場合に計上する。 

数量は表－９．２１による。 
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１０．ｐｒｉｓｍ（プリズム：曲線位置計測システム）積算代価表 

 
１１．１ 管 渠 工 内 訳 

 
Ａ－１ 管  渠  工 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

(円) 
金 額 

(円) 
摘   要 

小 口 径 泥 土 圧 推 進 工  式 1   Ｂ－１ 
立 坑 内 管 布 設 工  式 1   別途計上 
仮 設 備 工  式 1   Ｂ－２ 
推 進 水 替 工  式 1   別途計上 
補 助 地 盤 改 良  式 1   別途計上 

計       
 
１０．２ 小口径泥土圧推進工 

 
Ｂ－１ 小口径泥土圧推進工 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

推進用鉄筋コンクリ－ト管  ｍ    Ｃ－１ 
排 土 処 理  ㎥    Ｃ－２ 

計       
【備考】 排土量は次式により算出する。（詳細は「Ｃ－２ 排土処理」を参照） 

排土量 ＝ 推進１ｍ当り排土量×推進延長 
 ＝｛掘削体積×（１＋添加材注入率／100）×（排土率／100）｝×推進延長 

 
 

Ｃ－１ 推進用鉄筋コンクリ－ト管 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

推進用鉄筋コンクリ－ト管  本     
緩 衝 材 費  式 1   必要に応じて計上

推 進 工  ｍ    Ｄ－１－１ 
排土管・油圧ホ－ス等撤去工  ｍ    Ｄ－１－２ 
添 加 材 注 入 工  ｍ    Ｄ－１－３ 

計       
１ｍ当り      計／推進延長 

 



 ｐｒｉｓｍ  

－ 72 － 

 
Ｄ－１－１ 推  進  工 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人 1.0    
特 殊 作 業 員  人 3.0    
普 通 作 業 員  人 2.0    
発 動 発 電 機 運 転 費  日    Ｅ－１－３ 

トラッククレ－ン賃料 
油圧式 
4.9ｔ吊 

日 1.0    

ク レ ー ン 装 置 付 
ト ラ ッ ク 運 転 費 

4ｔ積 
2.9ｔ吊 

日    Ｅ－１－４ 

車上プラント用トラック 
運 転 費 

 台    Ｅ－１－５ 

諸 雑 費  式 1    
小   計      1 日当り 
（１ｍ当り）      小計／平均日進量

推進工機械器具損料  ⑴ 供用１日当り ｍ 1.0   Ｅ－１－１ 
推進工機械器具損料  ⑵ 推進１ｍ当り ｍ 1.0   Ｅ－１－２ 

計       
【備考】１．発動発電機運転費は、電源に発動発電機を使用する場合に計上する。 

２．トラッククレーン賃料は、先導体が標準タイプの場合に計上する。 
３．クレーン装置付トラック運転費は、先導体が分割発進タイプの場合に計上する。  
４．諸雑費は、電力使用料・支圧壁鋼材損料・検測器等の費用で、トラック 

クレ－ン賃料もしくはクレーン装置付トラック運転費と、労務費の合計額に３％を乗じた

金額を上限として計上できる。 
なお、発動発電機を使用する場合は２％を乗じた金額を上限として計上できる。 

５．平均日進量の算出は「３．６ 平均日進量の算出例」の『電磁法・液圧差法による位 
置検知区間』を『プリズム位置検知区間』に読み替えて行う。但し、プリズム計測の場

合は、EC～到達区間の日進量についてはＲ≧200ｍの日進量を適用する。 
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Ｅ－１－１ 推進工機械器具損料 ⑴ 

                                                                          〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

先 導 体 損 料  日 ａ    
推 進 装 置 損 料  日 b    
操 作 盤 損 料  日 b    
排 土 タ ン ク 損 料 ○㎥用 日 b    
オ イ ル 冷 却 装 置 損 料  日 b   長距離推進に適用

基準プリズムユニット損料  日 ｆ    
中間プリズムユニット損料  延日 ｇ    
受 光 器 ユ ニ ッ ト 損 料  日 ａ    
プリズム制御装置損料  日 ｆ    

プリズム用排土管損料 
１現場当り 100ｍ ｃ   

標準管 
供用日当り 日 d   

プリズム用排土管損料 
１現場当り 100ｍ ｃ   

半管 
供用日当り 日 d   

中継ホ－ス・ケ－ブル損料 
１現場当り 100ｍ ｃ   

標準管 
供用日当り 日 d   

中継ホ－ス・ケ－ブル損料 
１現場当り 100ｍ ｃ   

半管 
供用日当り 日 d   

プリズム用ケ－ブル損料 
１現場当り 100ｍ ｃ   

 
供用日当り 日 d   

地上ホ－ス・ケ－ブル損料 
１現場当り 式 1   

 
供用日当り 日 ｅ   

計       
１ｍ当り      計／推進延長 

【備考】１．損料は次式により算出する。 
供用日当り損料 ＝ 供用日数×供用１日当り損料額 
１現場当り損料 ＝ 使用数量×１現場当り損料額 

２．供用日数（ａ）（ｂ）は「６．使用機械の供用日数の算出」による。 
３．１現場当り損料数量（ｃ）、坑内配管類の供用日数（ｄ）及び立坑・地上部の配管類の

供用日数（ｅ）は次式により算出する。なお、ｄ・ｅ については、複数スパンで段取

替えが必要な場合は「６．使用機械の供用日数の算出 」に準じて段取替え日数を加算

する。 
ｃ ＝ 推進延長／100（複数スパンの場合は最大推進延長で、1 回のみ計上） 
ｄ ＝ 推進延長／100 ×（推進日数×１／２＋段取替え日数）× 供用日の割増率 

（複数スパンの場合は、推進延長と推進日数は合計値） 
ｅ ＝（推進日数＋段取替え日数）× 供用日の割増率 

４．プリズム計測機器の損料数量（ｆ～ｇ）は次式により算出する。ｆ・ｇについても、 
段取替えが必要な場合は、段取替え日数を加算する。 
ｆ ＝（BC 点～到達の推進日数＋段取替え日数）× 供用日の割増率 
ｇ ＝ Σ（各中間プリズムの推進日数＋段取替え日数）× 供用日の割増率 

５．先導体の供用日数が 25 日未満の場合は、供用日当り損料の 25 日分を計上する。 
６．排土タンク容量は呼び径 250～500 が６㎥級、呼び径 600～700 は 10 ㎥級を標準とする。 

但し、泥土改良工を実施する場合は計上しない。 
７．オイル冷却装置は推進延長が 100ｍを超える場合に適用する。 
８．排土管～中継ケ－ブルは摘要欄の機種に応じて計上する。 
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９．プリズム用排土管には走行用レ－ル・連結棒を含む。 
10．（ａ～ｇ）の算出事例を下記に示す。 

 
 

 
【中間プリズム設置日数算出の考え方】 

①発進～BC の直線区間推進時はレ－ザ・タ－ゲット測量により推進。 
②曲線推進に入る時点で、「ℓ 」後方位置に１個（P1 ）を設置する。但し、直線区

間が 50m を超えている場合には、「B」個相当を同時に設置する。 
（事例の場合、１個なので P2 ） 

③マシンが曲線部を「ℓ 」進む毎に１個追加し、追加個数が「A－１」個となるまで

繰り返す。（事例の場合、７－１＝６個、P3 ～P8 ） 
④EC～到達までが 50m を超えている場合には「Ｃ」個相当を EC より 50m 前方

まで推進する毎に追加する。（事例の場合、１個なので P9 ） 
50m を超えない場合は、①～③の配置で推進完了となる。 

 
ℓ ： 曲線区間の中間プリズム設置間隔 
Ｂ ： 直線区間（Ｌ1 ）の必要中間プリズム個数 
Ａ ： 曲線区間（Ｌ2 ）の必要中間プリズム個数 
Ｃ ： 曲線後の直線区間（Ｌ3 ）の必要中間プリズム個数 

 

直線日進量 ：９.０m／日

曲線日進量①：５.９m／日

曲線日進量②：７.２m／日

供用日の割増率（α）は1.4と仮定する。 

なお、中間プリズム個数は算出事例を参照す

る。 

到達

ＢＣ 

ＥＣ

P1

P2
P3

P4P5P6P7P8

Ｌ=170m 

Ｌ2=40m Ｌ3=60m

10

16.26 

 （ℓ ） 

6＠7.29=43.74 50

分割回収
R=150m

中間プリズム 

設置位置 
発進 

Ｌ1=70m 

50 
ℓ ：中間プリズム設置間隔 

 （曲線区間のレーザ可視距離）

P9

日進量① 
200＞Ｒ≧100ｍ

日進量②
Ｒ≧200ｍ
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（ａ～ｇ）の算出 
 

⑴ 曲線推進日数 

 Ｄ1 ＝ 曲線推進延長（Ｌ2）／曲線日進量 ＋ 曲線推進延長（Ｌ3）／曲線日進量 

  ＝ 40／5.9＋60／7.2 ＝ 6.8＋8.3 

  ＝ 15.1（日） 

⑵ 全推進日数 

 Ｄ2 ＝ 直線推進延長（Ｌ1）／直線日進量 ＋ 曲線推進日数 

  ＝ 70／9.0＋15.1 ＝ 7.8＋15.1 

  ＝ 22.9（日） 

⑶ 排土管等撤去日数 

 Ｄ3 ＝ 推進延長（Ｌ）／日当り撤去量 ＝ 170／40 

  ＝ 4.3 日 

⑷ 各損料対象日数 

 ａ ＝ （先導体据付日数＋全推進日数＋先導体搬出日数）×供用日の割増率 

  ＝ （0.5＋22.9＋1.0）×1.4 ＝ 34.2 

  ≒ 35 日 

 ｂ ＝ （推進装置据付日数＋先導体据付日数＋全推進日数 

   ＋排土管等撤去日数＋推進装置撤去日数）×供用日の割増率 

  ＝ （2.0＋0.5＋22.9＋4.3＋1.0）×1.4＝43.0 

  ≒ 43 日 

 ｃ ＝ 推進延長／100＝170／100 

  ＝ 1.70 

 ｄ ＝ 推進延長／100×全推進日数×供用日の割増率×１／２ 

  ＝ 170／100×22.9×1.4×１／２＝27.3 

  ≒ 28 日 

 ｅ ＝ 全推進日数×供用日の割増率＝22.9×1.4＝32.1 

  ≒ 33 日 

 ｆ ＝ 曲線推進日数×供用日の割増率＝15.1×1.4＝21.1 

  ≒ 22 日 

 ｇ ＝ Σ各中間プリズム設置以降の推進日数×供用日の割増率 

  ＝ Σ（Ｐ1～Ｐ9）中間プリズム設置以降の推進日数×供用日の割増率 

  ＝ （Ｐ1＋Ｐ2＋Ｐ3＋Ｐ4＋Ｐ5＋Ｐ6＋Ｐ7＋Ｐ8＋Ｐ9）×1.4 

  ＝ （15.1＋15.1＋13.9＋12.6＋11.4＋10.1＋8.9＋7.8＋1.4）×1.4 

  ＝ 134.8 

  ≒ 135 日 
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  Ｐ1～Ｐ9の算出 

   Ｐ1 ＝ ＢＣ～到達の推進日数＝D1＝15.1 

   Ｐ2 ＝ ＢＣ～到達の推進日数＝D1＝15.1 

   Ｐ3 ＝ {（ＢＣ～ＥＣ）－中間プリズム設置間隔 }の推進日数 

     ＋（ＥＣ～到達）の推進日数 

    ＝ {（40－7.29）／5.9}＋（60／7.2）＝13.9 

   Ｐ4 ＝ {（ＢＣ～ＥＣ）－（中間プリズム設置間隔×2）}の推進日数 

     ＋（ＥＣ～到達）の推進日数 

    ＝ {（40－7.29×2）／5.9}＋（60／7.2）＝12.6 

   Ｐ5 ＝ {（ＢＣ～ＥＣ）－（中間プリズム設置間隔×3）}の推進日数 

     ＋（ＥＣ～到達）の推進日数 

    ＝ {（40－7.29×3）／5.9}＋（60／7.2）＝11.4 

   Ｐ6 ＝ {（ＢＣ～ＥＣ）－（中間プリズム設置間隔×4）}の推進日数 

     ＋（ＥＣ～到達）の推進日数 

    ＝ {（40－7.29×4）／5.9}＋（60／7.2）＝10.1 

   Ｐ7 ＝ {（ＢＣ～ＥＣ）－（中間プリズム設置間隔×5）}の推進日数 

     ＋（ＥＣ～到達）の推進日数 

    ＝ {（40－7.29×5）／5.9}＋（60／7.2）＝8.9 

   Ｐ8 ＝ 0 

     ＋〔（ＥＣ～到達）－{（中間プリズム設置間隔×6）－（ＢＣ～ＥＣ）}〕
     の推進日数 ※1 
    ＝ {60－（7.29×6－40）／7.2＝ 7.8 
  ※1 中間プリズム設置間隔（ℓ ）の合計（ℓ ×6 個）が、曲線推進長 
    （BC～EC）を超えたため 

   Ｐ9 ＝ （Ｌ3－50）の推進日数 

    ＝ （60－50）／7.2＝1.4 

 
 参考 

  中間プリズム設置間隔 
   ℓ  ＝ d×推進管長＝ 3×2.43＝ 7.29m 
   d ＝ ℓ a／推進管長〔小数点以下切捨て〕＝ 7.33／2.43＝ 3.02 
    ≒ 3 本 
   ℓ a ＝ Ｒ×（π／180）×θa＝ 150×（3.14／180）×2.8＝ 7.33m 
   θa ＝ 2.8（最大プリズム屈曲角） 
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Ｅ－１－２ 推進工機械器具損料 ⑵ 

                                                                            〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

カ ッ タ ヘ ッ ド 損 料  個 1.0   表－１１．２ 
リ ヤ パ イ プ 等 損 料  個 1.0    
交換用カッタヘッド損料  ｍ 1.0   Ｆ－１－１ 

計       

【備考】 カッタヘッド損料の適用は表－１０．１による。また、ロ－ラⅡ型については、礫質土〔Ｃ〕

と礫・粗石混り土〔Ｄ〕では損料区分が異なる。なお、ロ－ラⅢ型については、礫・粗石

混り土と岩盤では損料区分が異なる。 
 

 表－１０．１ カッタヘッドの適用区分 

カッタヘッド種別 呼び径 300～500 呼び径 600～700 

スポ－ク型 
普通土〔Ａ〕 
硬質土〔Ｂ〕 

普通土〔Ａ〕 
硬質土〔Ｂ〕 

ロ－ラⅡ型 
礫質土〔Ｃ〕 

 礫・粗石混り土〔Ｄ〕

礫質土〔Ｃ〕 
 礫・粗石混り土〔Ｄ〕 

ロ－ラⅢ型  礫・粗石混り土〔Ｅ〕  礫・粗石混り土〔Ｅ〕 

 
Ｆ－１－１ 交換用カッタヘッド損料 

                                                                             〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

カッタヘッド損料①  個 1   全損の場合 
カッタヘッド損料②  ｍ ａ    
カッタヘッド損料③  ｍ ｂ    

計       
１ｍ当り      計／推進延長 

【備考】１．推進の途中で中間立坑を設けてカッタヘッドの交換を行う場合に適用する。 
なお、この場合にはＥ－１－２のカッタヘッド損料は計上しない。 

２．カッタヘッド損料①は全損の場合に適用し、基礎価格の 90％を計上する。 
３．カッタヘッド損料②及び③は、該当する種別に対して損料扱いの場合に適用する。 

なお、数量ａ・ｂはぞれぞれの推進延長を計上する。 
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Ｅ－１－３ 発動発電機運転費 

                                                                           〔１日当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

燃 料 費 軽油 ℓ      
発 動 発 電 機 賃 料 ○kVA 日    供用１日当り換算損料

計       
【備考】１．発動発電機は、呼び径 250～500 は 125kVA、呼び径 600～700 は 150kVA を適用する。 

２．発動発電機の１日当り運転時間は８時間を標準とする。 
３．数量は一般社団法人 日本建設機械施工協会編「建設機械等損料表」を参考とする。 
４．燃料消費量は表－１０．２による。 

 
表－１０．２ 運転 1日当り燃料消費量 

発動発電機 軽油（ℓ ／日） 

125ｋVA 160 

150ｋVA 184 

 
Ｅ－１－４ クレーン装置付トラック運転費 

                                                                           〔１日当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

特 殊 運 転 費  人 1    
燃 料 費 軽油 ℓ  38    
ク レ ー ン 装 置 付 
ト ラ ッ ク 損 料 

4ｔ積 

2.9ｔ吊 
日 1.2   供用１日当り換算損料

諸 雑 費  式 １    
計       

 
Ｅ－１－５ 車上プラント用トラック運転費 

                                                                           〔１台当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

ト ラ ッ ク 損 料 ○ｔ積 日    供用１日当り換算損料

諸 雑 費  式 １    

計       

【備考】１．数量は一般社団法人 日本建設機械施工協会編「建設機械等損料表」を参考とする。 
２．諸雑費は燃料費等で、トラック損料の 10％を乗じた金額を上限として計上できる。 
３．車載機器の大きさに合わせたトラックおよび台数を選択すること。 
４．車上プラント用トラックに 4ｔ車を使用する場合の使用台数を下表に示す。 

 
参考 車上プラント用トラックの使用台数 

呼び径

積載区分 
250～500 600～700 

発動発電機を積載しない場合 ２（台） ３（台） 
発動発電機を積載する場合 ３（台） ３（台） 
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Ｄ－１－２ 排土管・油圧ホ－ス等撤去工 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人 1.0    
特 殊 作 業 員  人 2.0    
普 通 作 業 員  人 2.0    

トラッククレ－ン賃料 
油圧式 
4.9ｔ吊 

日 1.0    

ク レ ー ン 装 置 付 
ト ラ ッ ク 運 転 費 

4ｔ積 
2.9ｔ吊 

日    Ｅ－１－４ 

計      １日当り 
１ｍ当り      計／日当り撤去量

【備考】１．排土管・油圧ホ－ス等撤去工の撤去延長は推進延長とする。 
２．トラッククレーン賃料は、先導体が標準タイプの場合に計上する。 
３．クレーン装置付トラック運転費は、先導体が分割発進タイプの場合に計上する。  
４．１日当りの標準撤去量は表－１０．３による。 

 
表－１０．３ 排土管・油圧ホ－ス等標準撤去量 

機   種 標 準 タ イ プ 分 割 発 進 タ イ プ

呼  び  径 300 350～700 300 300～700 

１日当り撤去量 50（ｍ／日） 40（ｍ／日） 40（ｍ／日） 30（ｍ／日） 
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Ｄ－１－３ 添加材注入工 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

添 加 材 材 料 費  ｍ 1.0   Ｅ－１－５ 
添 加 材 機 械 器 具 損 料  ｍ 1.0   Ｅ－１－６ 

計       
【備考】１．添加材注入延長は推進延長とする。 

２．添加材注入の労務費、電力料は、推進工に含む。 
 

Ｅ－１－５ 添加材材料費 
                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

ポ リ マ －  ㎏    ポリマ－系 
ベ ン ト ナ イ ト  ㎏    

ベントナイト系 粘 土  ㎏    
滑 材  ℓ     
清 水  ㎥    共通 

計       
【備考】１．添加材の材料 

添加材は現場裁量であるため必要に応じて使い分ける。 
⑴ポリマ－系添加材：水にポリマ－を混ぜ攪拌混合したもの 
⑵ベントナイト系添加材：水にベントナイトと粘土の粉末を混ぜ攪拌混合したもの 

２．推進１ｍ当りの添加材注入量 
添加材注入量 ＝ 掘削体積×注入率 

３．推進１ｍ当りの標準掘削体積は、表－１０．４による。 
 

表－１０．４ 標準掘削体積 
                     〔㎥／ｍ〕 

呼 び 径 300 350 400 450 500 600 700 

ス ポ － ク 型 0.156 0.196 0.264 0.322 0.385 0.518 0.682 

ロ － ラ 型 0.161 0.203 0.272 0.330 0.394 0.528 0.694 
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６．土質毎の添加材性状の目安 
⑴ ポリマ－系 

ポリマ－系の配合重量・注入率等 

土 質 区 分 
粘度 
(CP) 

配合重量（100ℓ 当り） 注入率（％） 
水 

（ℓ ） 
ポリマ－ 
（㎏） 

低水位 高水位 

普通土〔Ａ〕 
硬質土〔Ｂ〕 

粘性土  5,000 99.35 1.29 130 130 

砂質土 10,000 99.21 1.59 130 130 

硬質土〔Ｂ〕の砂礫土 
礫質土〔Ｃ〕 
礫・粗石混り土〔Ｄ〕 
礫・粗石混り土〔Ｅ〕 

25,000 98.91 2.18 150 180 

岩盤〔Ｇ〕〔Ｈ〕〔Ｊ〕 
岩盤〔Ｋ〕〔Ｌ〕 

10,000 99.21 1.59 180 

 
 

⑵ ベントナイト系 
ベントナイト系の配合重量・注入率等 

土 質 区 分 
粘度 
(CP) 

配合重量（100ℓ 当り） 注入率（％） 

水 
（ℓ ）

ベ ン ト

ナ イ ト

（㎏）

粘土 
（㎏）

滑材 
（ℓ ）

低水位 高水位 

普通土〔Ａ〕 
硬質土〔Ｂ〕 

粘性土  5,000 74.18 7.54 4.71 20.92 100 100 

砂質土 10,000 73.35 9.32 5.59 20.69 130 130 

硬質土〔Ｂ〕の砂礫土 
礫質土〔Ｃ〕 
礫・粗石混り土〔Ｄ〕 
礫・粗石混り土〔Ｅ〕 

25,000 72.54 11.06 6.45 20.46 150 180 

岩盤〔Ｇ〕〔Ｈ〕〔Ｊ〕 
岩盤〔Ｋ〕〔Ｌ〕 

10,000 73.35 9.32 5.59 20.69 180 

【注記】１）粘度とはＣ型粘度計で測定した粘度（１CP：センチポア－ズ＝１mPa・sec） 
を示す。土質等現場の状況に応じて調整を要す。 

２）高水位とは、静水圧≧20kPa 且つ透水係数≧10⁻ ²㎝／sec の状態をいう。 
 



 ｐｒｉｓｍ  

－ 82 － 

 
７．推進１ｍ当り添加材数量の算出例 
⑴ ポリマ－系添加材 

〔条件〕呼び径：250  土質：普通土〔Ａ〕（砂質土）  地下水位：低水位 
注入率：130％ 

１）推進１ｍ当りの添加材注入量 
前２項、前３項及び前４項より 
添 加 材 注 入 量＝ 0.126 × 1.30 ＝ 0.164（㎥／ｍ） 

２）推進１ｍ当りの材料使用数量 
ポ リ マ ー 使 用 量 ＝ 0.164 （㎥／ｍ）× 15.9（㎏／㎥） ＝ 2.61 （㎏／ｍ）

清 水 使 用 量 ＝ 0.164 （㎥／ｍ）× 992.1（ℓ ／㎥） ＝ 162.70 （ℓ ／ｍ）

     ＝ 0.163 （㎥／ｍ）

 
⑵ ベントナイト系添加材 

〔条件〕呼び径：400  土質：礫・粗石混り土〔Ｄ〕  地下水位：高水位 
注入率：180％ 

１）推進１ｍ当りの添加材注入量 
前２項、前３項及び前４項より 
添 加 材 注 入 量＝ 0.272 × 1.80 ＝ 0.490（㎥／ｍ） 

２）推進１ｍ当りの材料使用数量 
ベントナイト使用量 ＝ 0.490 （㎥／ｍ）× 110.6（㎏／㎥） ＝ 54.19 （㎏／ｍ）

粘 土 使 用 量 ＝ 0.490 （㎥／ｍ）× 64.5（㎏／㎥） ＝ 31.61 （㎏／ｍ）

滑 材 使 用 量 ＝ 0.490 （㎥／ｍ）× 204.6（ℓ ／㎥） ＝ 100.25 （ℓ ／ｍ）

清 水 使 用 量 ＝ 0.490 （㎥／ｍ）× 725.4（ℓ ／㎥） ＝ 355.45 （ℓ ／ｍ）

     ＝ 0.355 （㎥／ｍ）
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Ｅ－１－６ 添加材機械器具損料 

                                                                             〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

添加材注入ポンプ損料 ○○kW 日     

添 加 材 ミ キ サ 損 料
○○kW、○○ℓ

×上下２槽 
日     

粘 度 計 損 料  日     
水 槽 損 料 ３㎥用 日     

計       
１ｍ当り      計／推進延長 

【備考】１．数量（供用日数）は、「６．使用機械の供用日数の算出」による。 
２．使用機械は表－１０．５による。 

 
表－１０．５ 添加材注入工 使用機械 

新設管呼び径 
添加材注入ポンプ 添加材ミキサ 

出力 仕様 出力 仕様 

250～500 7.5kW 2.4 ㎥／h 4.0kW 400ℓ ×2槽 

600～700 15.0kW 5.4 ㎥／h 6.0kW 600ℓ ×2槽 
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Ｃ－２ 排 土 処 理 

                                                                           〔１㎥当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

汚 泥 吸 排 車 運 転 費  日    Ｄ－２－１ 
泥 土 改 良 工  ㎥ 100   Ｄ－２－２ 
ダンプトラック運転工  ㎥ 100   Ｄ－２－３ 
処 分 費  ㎥ 100    

計      100 ㎥当り 
１㎥当り      計／100 ㎥ 

【備考】１．処分費は各地域における規制条件を勘案し、産業廃棄物処理等の適切な費用を別途計 
上して下さい。 
なお、掘削土を処理することによりリサイクル等する場合には、産業廃棄物処理費の代

わり必要な費用を別途計上して下さい。 
２．推進１ｍ当りの排土量 

排土量 ＝ 掘削体積×（１＋添加材注入率／100）×（排土率／100） 
排土率は呼び径・土質により異なるが、概ね 90％程度である。 

３．標準掘削体積は表－１０．３による。 
４．排土量の算出例 

〔条件〕呼び径：250、土質：普通土〔Ａ〕、添加材注入率：130％、 
排土率：90％ 
排土量 ＝ 0.126×（１＋130／100）×（90／100）＝0.261（㎥／ｍ） 

〔条件〕呼び径：400、土質：礫・粗石混り土〔Ｅ〕、添加材注入率：180％、 
排土率：90％ 
排土量 ＝ 0.272×（１＋180／100）×（90／100）＝0.685（㎥／ｍ） 

５．排土処理形態別の費用の計上方法は表－１０．６による 
 

表－１０．６ 形態別の費用の計上方法 

処理形態 
汚 泥 吸 排 車 
運 転 費 

泥 土 改 良 工
ダンプトラッ

ク 運 転 費 
処 分 費 

泥土改良装置 
使 用 

－ ○ ○＊１ ○＊２ 

泥土改良装置 
未 使 用 

○ － － ○ 

＊１：同一工事場所でリサイクルする場合でも、運搬が必要な場合は計上する。 
＊２：リサイクルが認められない場合は計上する。 
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６．排土 100 ㎥当りの運搬日数は、表－１０．７、表－１０．８による。 

表－１０．７ 汚泥吸排車 8.0ｔ車の場合の運搬日数 

積込機械・規格 汚泥吸排車 吸引管径 75 ㎜ 
運搬機種・規格 汚泥吸排車 8.0ｔ車 
 ＤＩＤ区間：なし 

運搬距離（㎞） 
2.0 
以下 

6.3 
以下 

14.8 
以下 

25.7 
以下 

60.0 
以下 

運搬日数（日） 2.2 2.6 3.2 4.3 6.5 
 ＤＩＤ区間：あり 

運搬距離（㎞） 
1.9 
以下 

5.9 
以下 

13.1 
以下 

22.6 
以下 

60.0 
以下 

運搬日数（日） 2.2 2.6 3.2 4.3 6.5 
 

表－１０．８ 汚泥吸排車 3.1ｔ～3.5ｔ車の場合の運搬日数 

積込機械・規格 汚泥吸排車 吸引管径 75 ㎜ 
運搬機種・規格 汚泥吸排車 3.1ｔ～3.5ｔ車 
 ＤＩＤ区間：なし 

運搬距離（㎞） 
2.2 
以下 

4.3 
以下 

7.5 
以下 

12.7 
以下 

24.4 
以下 

41.3 
以下 

60.0 
以下 

運搬日数（日） 3.9 4.5 5.2 6.3 7.8 10.4 15.6 
 ＤＩＤ区間：あり 

運搬距離（㎞） 
2.1 
以下 

4.1 
以下 

7.0 
以下 

11.6 
以下 

20.3 
以下 

32.6 
以下 

60.0 
以下 

運搬日数（日） 3.9 4.5 5.2 6.3 7.8 10.4 15.6 
【注記】１）上表は、排土 100 ㎥を運搬する日数である。 

２）運搬距離は片道であり、往路と復路が異なる時は平均値とする。 
３）自動車専用道路を利用する場合には別途考慮する。 
４）ＤＩＤ（人口集中地区）は総務省統計局の国勢調査報告資料添付の人口集中 

地区境界図によるものとする。 
５）運搬距離が 60 ㎞を超える場合は別途積上げとする。 

 
Ｄ－２－１ 汚泥吸排車運転費 

                                                                           〔１日当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

一 般 運 転 手  人 1.0    
燃 料 費 軽油 ℓ      
汚 泥 吸 排 車 損 料 ○ｔ 日    供用１日当り換算損料

諸 雑 費  式 1    
計       

【備考】 数量は一般社団法人 日本建設機械施工協会編「建設機械等損料表」を参考とする。 
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Ｄ－２－２ 泥 土 改 良 工 

                                                                           〔１㎥当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

泥 土 改 良 処 理 工  ㎥ 1.0    
計       

【備考】 別冊「エ－スモ－ル 泥土改良装置技術・積算資料」による。 
 

Ｄ－２－３ ダンプトラック運転工 
                                                                           〔１㎥当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

一 般 運 転 手  人     
軽 油  ℓ      
ダ ン プ ト ラ ッ ク 損 料  日 1.0   Ｅ－２－１ 
タ イ ヤ 損 耗 費  日 1.0    
諸 雑 費  式 1    

計       
１㎥当り       計／日当り運搬量

【備考】 軽油、一般運転手の数量は運転時間に応じて計上する。 
 

Ｅ－２－１ ダンプトラック損料 
                                                                           〔１日当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

ダ ン プ ト ラ ッ ク 損 料 ○ｔ 日 1.0   供用１日損料 
ダ ン プ ト ラ ッ ク 損 料 ○ｔ 時間 Ｈ   運転１時間損料 

計       
【備考】 Ｈ：ダンプトラック 1 日当り運転時間 
 

表－１０．９ ダンプトラック車種と積載量 

車  種 ４ｔ車 ２ｔ車 
改 質 土 2.2（㎥） 1.1（㎥） 

 
表－１０．１０ ダンプトラック車種と運転手及び軽油消費量 

車  種 ４ｔ車 ２ｔ車 
運 転 手 0.17（人／時間） 0.17（人／時間） 
軽   油 6.8（ℓ ／時間） 4.4（ℓ ／時間） 

 
表－１０．１１ ダンプトラック運転時間 

種目 
運搬土量 

４ｔ車 ２ｔ車 
回 数 運転時間 回 数 運転時間 

1.1 ㎥／日以下 － － 1 2 
1.1～2.2 ㎥／日 1 2 2 4 
2.2 ㎥／日以上 2 4 3 6 
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１１．３ 仮 設 備 工 

 
Ｂ－２ 仮 設 備 工 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

坑 口  式 １   Ｃ－３ 
鏡 切 り  式 １   Ｃ－４ 
推 進 設 備 等 設 置 撤 去  式    Ｃ－５ 
推 進 設 備 等 据 換  式    Ｃ－６ 
支 圧 壁  式 １   Ｃ－７ 
先 導 体 組 立 ・ 整 備  回    Ｃ－８ 
カ ッ タ ヘ ッ ド 交 換  箇所    Ｃ－９ 
中 間 立 抗 等 通 過 処 理  箇所    Ｃ－10 

計       
【備考】 路上ポイント設置は、推進線形が曲線を含み電磁法使用の場合に計上し、対象数量は曲 

線開始点以降の推進延長とする。 
 

Ｃ－３ 坑 口 
                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

発 進 坑 口 工  箇所    Ｄ－３－１ 
到 達 坑 口 工  箇所    Ｄ－３－２ 

計       
 

Ｄ－３－１ 発 進 坑 口 工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

普 通 作 業 員  人     
止 水 器  組 1.0    
鋼 材 溶 接 工  ｍ    Ｅ－３－１ 
鋼 材 切 断 工  ｍ    Ｅ－３－２ 

トラッククレ－ン賃料 
油圧式 
4.9ｔ吊 

日     

計       
【備考】 数量は表－１０．１２による。 
 

表－１０．１２ 坑口工歩掛表 
                                                                     〔１箇所当り〕 

呼び径 
種目 

300 350 400 450 500 600 700 

普 通 作 業 員（人） 0.7 0.8 0.9 0.9 1.0 1.1 1.3 
鋼 材 溶 接 工（ｍ） 2.7 2.9 3.2 3.5 3.7 4.0 4.6 
鋼 材 切 断 工（ｍ） 5.4 5.8 6.4 7.0 7.4 8.0 9.2 
トラッククレ－ン賃料（日） 0.60 0.65 0.70 0.75 0.80 0.90 1.00 
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Ｅ－３－１ 鋼 材 溶 接 工 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人 0.010    
溶 接 工  人 0.076    
普 通 作 業 員  人 0.021    
電 力 料  kwh 2.7    
溶 接 棒  ㎏ 0.4    
溶 接 機 損 料 250Ａ 日 0.076    
諸 雑 費  式 1    

計       
【備考】１．諸雑費は溶接棒金額に 30％を乗じた金額を上限として計上できる。 

２．電力料は、電源に発動発電機を使用する場合は計上しない。 
 

Ｅ－３－２ 鋼 材 切 断 工 
                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人 0.007    
溶 接 工  人 0.053    
普 通 作 業 員  人 0.020    
酸 素  ㎥ 0.163    
ア セ チ レ ン  ㎏ 0.028    
諸 雑 費  式 1    

計       
【備考】 諸雑費はアセチレン金額に 30％を乗じた金額を上限として計上できる。 
 

Ｄ－３－２ 到 達 坑 口 工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

普 通 作 業 員  人     
止 水 器  組 1.0    
鋼 材 溶 接 工  ｍ    Ｅ－３－１ 
鋼 材 切 断 工  ｍ    Ｅ－３－２ 

トラッククレ－ン賃料 
油圧式 
4.9ｔ吊 

日     

計       
【備考】 数量は表－１１．１３による。 
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Ｃ－４ 鏡 切 り 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

発 進 鏡 切 り 工  箇所    Ｄ－４－１ 
到 達 鏡 切 り 工  箇所    Ｄ－４－２ 

計       
 

Ｄ－４－１ 発進鏡切り工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

鏡 切 り 工  ｍ    Ｅ－４－１ 
計       

【備考】 数量は表－１０．１３による。 
 

表－１０．１３ 鏡 切 り 延 長 
                                                                   〔１箇所当り〕 

呼び径 
種目 

300 350 400 450 500 600 700 

ライナ－プレ－ト（ｍ） 3.0 3.0 3.5 3.5 4.0 4.5 5.0 
鋼 矢 板（ｍ） 2.0 3.0 3.0 3.5 4.0 4.5 6.0 
ケーシング立坑（ｍ） 2.4 2.7 3.0 3.3 3.5 4.2 4.8 

 
Ｅ－４－１ 鏡 切 り 工 

                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人     
溶 接 工  人     
普 通 作 業 員  人     
諸 雑 費  式 1    

計       
【備考】 数量は表－１０．１４による。 
 

表－１０．１４ 鏡切り工歩掛表 
                                                                 〔切断１ｍ当り〕 

種目 
土留 

世 話 役 
（人） 

溶 接 工 
（人） 

普通作業員 
(人) 

諸 雑 費 

鋼 矢 板 Ⅱ 型 0.007 0.057 0.022 
労務費の 10％ 

鋼 矢 板 Ⅲ 型 0.008 0.059 0.022 
ライナ－プレ－ト 
ｔ＝2.7～3.2 ㎜ 

0.006 0.051 0.019 労務費の 5％ 

ケ ーシ ング 立 坑 0.019 0.038 0.019 労務費の 10％ 
 



 ｐｒｉｓｍ  

－ 90 － 

 
Ｄ－４－２ 到達鏡切り工 

                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

鏡 切 り 工  ｍ    Ｅ－４－２ 
計       

【備考】 数量は表－１０．１３による。 
 

Ｅ－４－２ 鏡 切 り 工 
                                                                           〔１ｍ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人     
溶 接 工  人     
普 通 作 業 員  人     
諸 雑 費  式 1    

計       
【備考】 数量は表－１０．１４による。 
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Ｃ－５ 推進設備等設置撤去 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

推進用機器据付撤去工  箇所    Ｄ－５－１ 
先 導 体 据 付 工  台    Ｄ－５－２ 
先 導 体 搬 出 工  台    Ｄ－５－３ 

計       
 

Ｄ－５－１ 推進用機器据付撤去工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     
電 工  人     

トラッククレ－ン賃料 
油圧式 
16ｔ吊 

日     

計       
【備考】 数量は表－１０．１５による。 

 

表－１０．１５ 推進用機器据付撤去工歩掛表 
〔１箇所当り〕 

機 種 
種目 

 
区分 

世話役
特 殊

作業員

（人）

普 通

作業員

（人）

電 工
トラックク 
レ－ン賃料 
（日） （人） （人）

標 準 
タ イ プ 

据  付 2.0 4.0 4.0 2.0 2.0 
撤  去 1.0 2.0 2.0 1.0 1.0 

分割発進 
タ イ プ 

据  付 1.5 3.0 3.0 1.5 1.5 
撤  去 1.0 2.0 2.0 1.0 1.0 
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Ｄ－５－２ 先導体据付工 

                                                                           〔１台当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     

トラッククレ－ン賃料 
油圧式 
○ｔ吊 

日     

ク レ ー ン 装 置 付 
ト ラ ッ ク 運 転 費 

4ｔ積 
2.9ｔ吊 

日    Ｅ－４－３ 

分 割 発 進 器 具 費  式     
計       

【備考】 数量は表－１０．１６による。 
 

表－１０．１６ 先導体据付工歩掛表 
                                                                      〔１台当り〕 

機 種 
種目 

 
呼び径 

世話役 
特 殊

作業員

普 通

作業員

トラッククレ－ン

賃料 
分割発進 
器 具 費 

(人) （人） （人） （日） 規格 （式） 
標 準 
タ イ プ 

300～500 
0.5 1.5 1.0 

0.5 4.9ｔ吊 － 
600～700 0.5 16ｔ吊 － 

分割発進 
タ イ プ 

300 1.0 3.0 2.0 1.0 
4t 積 

2.9t 吊 
１ 

350～500 1.0 3.0 2.0 1.0 4.9ｔ吊 １ 
600～700 1.0 3.0 2.0 1.0 16ｔ吊 1 

【備考】 分割発進タイプの呼び径 300 は、クレーン装置付トラックを使用する。 
 

Ｅ－４－３ クレーン装置付トラック運転費 
                                                                           〔１日当り〕 

種      目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

特 殊 運 転 費  人 1    
燃 料 費 軽油 ℓ  38    
ク レ ー ン 装 置 付

ト ラ ッ ク 損 料

4ｔ積 

2.9ｔ吊 
日 1.2   供用１日当り換算損料 

諸 雑 費  式 １    
計       
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Ｄ－５－３ 先導体搬出工 

                                                                           〔１台当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     

トラッククレ－ン賃料 
油圧式 
○ｔ吊 

日     

計       
【備考】 先導体を一体回収する場合は表－１０．１７、分割回収する場合は表－１０．１８による。 
 

表－１０．１７ 先導体搬出工（一体回収）歩掛表 

              〔１台当り〕 
種目 

 
新設管 
呼び径 

世話役 
特 殊 
作業員 

普 通 
作業員 

トラッククレ－ン 
賃料 

（人） （人） （人） （日） 規格 

300～500 
0.5 1.5 1.0 

0.5 4.9ｔ吊

600～700 0.5 16ｔ吊 

 
表－１０．１８ 先導体搬出工（分割回収）歩掛表 

〔１台当り〕 

推進管 
タイプ 

種目 
 

新設管 
呼び径 

世話役 
特 殊 
作業員 

普 通 
作業員 

トラッククレ－ン賃料

（人） （人） （人） （日） 規格 

標 準 管 
タ イ プ 

300～500 
1.2 3.6 2.4 1.2 4.9ｔ吊 

600～700 1.5 4.5 3.0 1.5 16ｔ吊 

分割発進 
タ イ プ 

300 1.0 3.0 2.0 1.0 
4ｔ積 

2.9ｔ吊 

350～500 1.0 3.0 2.0 1.0 4.9ｔ吊 

600～700 1.0 3.0 2.0 1.0 16ｔ吊 

【備考】 分割発進タイプの呼び径 300 は、クレーン装置付トラックを使用する。 
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Ｃ－６ 推進設備等据換 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

推 進 用 機 器 据 換 工  箇所    Ｄ－６－１ 
先 導 体 据 付 工  台    Ｄ－５－２ 
先 導 体 搬 出 工  台    Ｄ－５－３ 

計       
 

Ｄ－６－１ 推進用機器据換工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     
電 工  人     

トラッククレ－ン賃料 
油圧式 
16ｔ吊 

日     

計       
【備考】 数量は表－１０．１９による。 
 

表－１０．１９ 推進用機器据換工歩掛表 
〔１箇所当り〕 

機 種 
種目 

 
区分 

世話役
特 殊

作業員

普 通

作業員
電 工

トラックク 
レ－ン賃料 

（人） （人） （人） （人） （日） 
標 準 
タ イ プ 

転  換 1.5 3.0 3.0 1.5 1.5 

分 割 発 進 
タ イ プ 

転  換 1.2 2.4 2.4 1.2 1.2 
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Ｃ－７ 支 圧 壁 

                                                                               〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

鋼 製 支 圧 壁 工  箇所    Ｄ－７－１ 
コンクリ－ト製支圧壁工  箇所    Ｄ－７－２ 

計       
 

Ｄ－７－１ 鋼製支圧壁工 
                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

鋼 材 設 置 工  ｔ    Ｅ－７－１ 
鋼 材 撤 去 工  ｔ    Ｅ－７－２ 

計       
【備考】１．数量は表－１１．２１による。 

２．鋼材損料は推進工において諸雑費として計上しているためここでは計上しない。 
 

表－１０．２０ 鋼製支圧壁標準部材 

                                                                         〔１箇所当り〕 

機 種 呼び径 材料名 単位 数量 規格・寸法 摘  要 

標 準 
タ イ プ 

300 
～350 

鋼 板 ｔ 0.074 ｔ＝ 22 ㎜ 前部 
鋼 板 ｔ 0.315 ｔ＝ 45 ㎜ 後部 
計 ｔ 0.389   

300 
～500 

Ｈ型鋼 ｔ 0.075 200×200×8×12×1,500×１（本） 前部 
Ｈ型鋼 ｔ 0.558 300×300×10×15×1,500×４（本） 後部 
計 ｔ 0.633   

600 
～700 

Ｈ型鋼 ｔ 0.095 200×200×8×12×1,900×１（本） 前部 
Ｈ型鋼 ｔ 0.353 300×300×10×15×1,900×２（本） 

後部 
Ｈ型鋼 ｔ 0.279 300×300×10×15×1,500×２（本） 
計 ｔ 0.727   

分 割 
発 進 
タ イ プ 

300 
鋼 板 ｔ 0.049 ｔ＝ 16 ㎜ 前部 
鋼 板 ｔ 0.150 ｔ＝ 16 ㎜ 後部 
計 ｔ 0.199   

350 
～500 

鋼 板 ｔ 0.074 ｔ＝ 22 ㎜ 前部 
鋼 板 ｔ 0.315 ｔ＝ 45 ㎜ 後部 
計 ｔ 0.389   

600 
～700 鋼 板 ｔ 0.200 ｔ＝ 16 ㎜ 後部 

【備考】１．標準タイプの呼び径 300～350 をシートパイルに設置する場合は、Ｈ型鋼製の支圧壁

を使用する。 
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Ｅ－７－１ 鋼 材 設 置 工 

                                                                           〔１ｔ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人 1.7    
と び 工  人 3.2    
溶 接 工  人 1.7    
普 通 作 業 員  人 1.7    

ラフテレ－ンクレ－ン賃料 
油圧式 
25ｔ吊 

日 1.7    

諸 雑 費  式 1    
計      10ｔ当り 

１ｔ当り      計／10ｔ 
【備考】 諸雑費は、溶接棒、アセチレンガス、酸素、溶接機損料、溶接機運転経費等の費用であり、 

労務費の合計額に４％を乗じた金額を上限として計上できる。 

 
Ｅ－７－２ 鋼 材 撤 去 工 

                                                                           〔１ｔ当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人 1.0    
と び 工  人 1.9    
溶 接 工  人 1.0    
普 通 作 業 員  人 1.0    

ラフテレ－ンクレ－ン賃料 
油圧式 
25ｔ吊 

日 1.0    

諸 雑 費  式 1    
計      10ｔ当り 

１ｔ当り      計／10ｔ 
【備考】 諸雑費は、溶接棒、アセチレンガス、酸素、溶接機損料、溶接機運転経費等の費用であり、 

労務費の合計額に６％を乗じた金額を上限として計上できる。 
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Ｄ－７－２ コンクリ－ト製支圧壁工 

                                                                         〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

鋼 材 設 置 工  ｔ    Ｅ－７－１ 
鋼 材 撤 去 工  ｔ    Ｅ－７－２ 
コ ン ク リ － ト 工  ㎥     
型 枠 工  ㎡     
コンクリ－ト取壊し工  ㎥     
コンクリ－ト塊処分工  ㎥     

計       
【備考】１．数量は表－１０．２１による。 

２．鋼材損料は推進工において諸雑費として計上しているためここでは計上しない。 

 

表－１０．２１ コンクリ－ト製支圧壁標準数量 

                                                                    〔１箇所当り〕 

機 種 呼 び 径 
鋼材重量 ｺ ﾝ ｸ ﾘ - ﾄ工 型 枠 工

ｺ ﾝ ｸ ﾘ - ﾄ 
取 壊 し 工 

ｺ ﾝ ｸ ﾘ - ﾄ塊
処 分 工

（ｔ） （㎥） （㎡） （㎥） （㎥） 

DL－N 
400～500 0.633 0.71 2.69 0.71 0.71 

600～700 0.727 0.97 3.18 0.97 0.97 
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Ｃ－８ 先導体組立・整備 

                                                                           〔１回当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量 
単 価

（円）

金 額 
（円） 

摘   要 

世 話 役  人     
機 械 工  人     
特 殊 作 業 員  人     
普 通 作 業 員  人     

トラッククレ－ン賃料 
油圧式 
○ｔ吊 

日     

ク レ ー ン 装 置 付 
ト ラ ッ ク 損 料 

4ｔ積 

2.9ｔ吊 
日    

供用１日当り換算

損料 
消 耗 部 品 費  式 1    
試 運 転 調 整 工  式 1    

計       
【備考】１．本歩掛はケーシング立坑等で先導体を分割回収した場合に適用する。 

２．数量は表－１０．２２による。 
３．消耗部品費は労務費及びトラッククレ－ン賃料またはクレーン装置付トラック運転費 

に 15％を乗じた金額を上限として計上できる。 
４．試運転調整工は労務費及びトラッククレ－ン賃料またはクレーン装置付トラック運転費 

に 10％を乗じた金額を上限として計上できる。 
 

 表－１０．２２ 先導体組立・整備工歩掛表 

〔１回当り〕 

推進管 
タイプ 

種目 
 

新設管 
呼び径 

世話役 機械工
特 殊

作業員

普 通

作業員

トラッククレ－ン

賃料 

（人） （人） （人） （人） （日） 規格 
標 準 
タ イ プ 

300～500 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 4.9ｔ吊

600～700 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 16ｔ吊 

分割発進 
タ イ プ 

250～300 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 
4ｔ積 

2.9ｔ吊

350～500 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 4.9ｔ吊

600～700 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 16ｔ吊 

備考 分割発進タイプの呼び径 300 は、クレーン装置付トラックを使用する。 
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Ｃ－９ カッタヘッド交換 

                                                                           〔１回当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

世 話 役  人 0.5    
特 殊 作 業 員  人 1.5    
普 通 作 業 員  人 1.0    

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
4.9ｔ吊 

日 0.5    

計       
【備考】１．推進の途中に中間立坑を設けて、カッタヘッドを交換する場合に適用する。 

２．本費用には、立坑築造費用・補助工法費用・坑口処理等に関する費用は含まれていな

いため、必要により別途加算する。 
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Ｃ－１０ 中間立坑等通過処理 

〔一式〕 

種       目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

発 進 坑 口 工  箇所    Ｄ－３－１ 
到 達 坑 口 工  箇所    Ｄ－３－２ 
通 過 処 理 工 （ 発 進 ）  箇所    Ｄ－10－１ 

通 過 処 理 工 （ 到 達 ）  箇所    Ｄ－10－２ 

計       

【備考】１. 

２. 

推進中に立坑を通過する場合は、坑口工を計上する。 

通過マンホール推進に先立ち施工する場合は、マンホール躯体削孔は行っている

ことを前提とする。 

 
Ｄ－１０－１ 通過処理工（発進） 

〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

普 通 作 業 員  人     
止 水 器  組 1.0    

トラッククレ－ン賃料 
油圧式 
4.9ｔ吊 

日     

計       
【備考】１. 

２. 

マンホールを通過する場合に計上する。 

数量は表－１０．２３による。 
 

表－１０．２３ 通過処理工歩掛表 
                                                                      〔１箇所当り〕 

新設管呼び径 250 300 350 400 450 500 600 700 
普 通 作 業 員 （ 人 ） 0.6 0.7 0.8 0.9 0.9 1.0 1.1 1.3 
トラッククレ－ン賃料（日） 0.55 0.60 0.65 0.70 0.75 0.80 0.90 1.00

 
Ｄ－１０－２ 通過処理工（到達） 

〔１箇所当り〕 

種       目 形状寸法 単位 数量
単 価

（円）

金 額

（円）
摘   要 

普 通 作 業 員  人     
止 水 器  組 1.0    

トラッククレ－ン賃料
油圧式 
4.9ｔ吊 

日     

計       
【備考】１. 

２. 

既設マンホールを通過する場合に計上する。 

数量は表－９．２１による。 
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